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19 4 1
21 4 1
21 4 1
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27 4 1
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28 4 13
29 3 6
30 4 1
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建学綱領
学校法人金沢工業大学理事長 

泉屋吉郎 
 

本学園の使命

日本の学校教育法は「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教

授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」「高等専門学校は、深く専門

の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と述べています。 
また、アメリカの故ケネディ大統領は、1963 年６月 10 日アメリカン大学の卒業式において『平和の

戦略』と題する演説を行いましたが、この演説はあの有名なリンカーン大統領の『ゲチスバーク演説』

に比すべき歴史的名演説といわれています。彼はその中で「この地上にあるもので大学ほど美しいもの

はないであろう。大学は無知を憎む人々が知ることに努め、真理を知っている人々が、他の人々の眼を

開かせようと努める場であるからである。」と、彼らしい格調の高い言葉を引用して大学の使命を語って

います。 
これら二つの表現において、学校教育法は学理的に、ケネディ大統領は高踏的に、それぞれ大学の使

命を定義づけています。たしかに、大学は学術の中心であって、常に高度の教育実践と斬新な研究活動

を行い、日本及び世界学術の進歩と国際文化の向上に寄与することを使命とし、高等専門学校は、産業

日本の発展を担う優秀な技術者を育成することを使命としているのであります。 

教育原理の焦点

さらに、一般的教育とは、哲学者フィヒテの唱えるように、人間自身を形成することであり、人間を

彼自身たらしめることであります。また、教育学者ナトルプのいうように人格を陶冶することでありま

す。陶冶とは個人の完全なる形成を意味します。 
それゆえ、学園の使命を具体的に挙げれば、人間形成、学術探究及び職業教育の三つの項目を数える

ことができます。この三つの項目は、いずれも重要な意義を持っていますが、窮極においては、人間形

成に重点を置いているのであります。要するに、学術探究、職業教育によっても人間形成は可能ではあ

りますが、人間形成を除外して、学術探究も職業教育もありえないのであります。したがって、使命の

本質は、最高の知能と深奥な教養のある指導的人間の育成の場であると断言してよいと思うのでありま

す。 
このように、学園を人間形成の場として重視すれば、学生生活はただ単に教室、実験室及び図書館に

のみあるのではなくて、その文化活動、体育奨励、寮生活の指導、厚生施設、衛生管理、生活相談及び

就職斡旋などあらゆる部門、すなわち常住坐臥そのものが重要な意義を持つことになります。 

学園共同体の倫理

以上の観点に立てば、人間形成ということは、官学たると私学たるとを問わず、およそ共通の最大の

使命でありますが、特に私学においては、教育の担当者は、ひとり教授のみならず、広く理事者及び職

員をも含むべきことを理解せねばなりません。したがって、本学園においては理事、教職員及び学生の

三位一体の学園共同体を築き上げることによって、真に人間形成の場となし、民主主義日本の期待する

人間像の生まれ出る温床とすべきであります。 
しかも、私学は官学に比較して、私立学校法によって一定の基準を守り、監督を受けねばならないと

しても、複雑な法的規制や煩瑣な官僚統制を免れて、はるかに自由な立場にあります。戦前においては、

私学に対する当局の監督統制は、今日よりは、はるかに厳格を極めていましたが、それにもかかわらず、

私学は、それぞれ独自の伝統と堅実な学風を育て上げたのであります。 
いずれの私学においても、その経営の企画と財政の確立のために多大の苦慮を払いながら、なおかつ

香り高き矜持を失わないのは、実にこの自由の立場が存在するからであります。それゆえにこそ、本学

園においては、技術時代に先駆する革新的な産学協同方策を高く旗標として掲げて、経営管理の最高責

任者である理事会は、教育研究の直接担当者である教職員及び研学当事者である学生の全面的な協調を

得て、その抱負経綸を実現するため、私学の特長を遺憾なく発揮して縦横自在な活動を行い、高邁な学

風を築かんとするものであります。 
見られよ。古き校史に彩られた私学の中には、その創設者の人格と識見によって建立され、長き歳月

と烈しい風雪に耐えて鍛え上げられ、独自の伝統と質実な学風を誇っているものが数多く存在している

のであります。例えば早稲田大学における大隈精神、慶応義塾大学における福沢精神、また、同志社大

学における新島精神のごときであります。本学園においても、ここに述べる建学綱領を基盤として日本

の学界に垂範する崇敬に値する風格を樹立せねばなりません。

われらの行く栄光の道

戦後におけるわが日本の経済的発展は、敗戦というおなじ運命を辿り、ともに復興の道を進んだ西ド

イツの奇蹟的発展を、はるかに凌駕する神秘的発展を遂げたのであります。この偉大な成果は日本人の

知能と技術と勤勉の総合的所産であります。 
いまや、本学園はこの偉大な民族的栄光をバックボーンとして、郷土石川県、北陸三県、中部圏及び

日本海沿岸地区の地域開発のための学術的母体と技術的基地の主役を演ずるとともに、さらに世界市場

に挑戦する産業日本の要求する最優秀な技術者と最上級の経営者を養成すべき重責を双肩に担っている

のであります。 
進んで将来は、現代アメリカの科学技術の聖地ともいうべきマサチューセッツ工科大学の運営方針に

学んで、日本の宇宙開発より産業社会学に至るまで、最高水準を誇る第一流の学園たらしめんとする大

志を実現して、民主主義日本の学界に偉大な栄光を捧げんとするものであります。われわれは、この国

家的至上使命を遂行するために本学園のあらゆる機能を結集して、その共同的総力を挙げて精進する決

意を持たなければなりません。 
昭和 40（1965）年 2 月 

  

6



建学綱領
学校法人金沢工業大学理事長 
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の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と述べています。 
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三大建学旗標

高邁な人間形成：我が国の文化を探究し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で個性豊かな技術

者・研究者を育成します。 
 
深遠な技術革新：我が国の技術革新に寄与するとともに、将来の科学技術振興に柔軟に対応する技術者・

研究者を育成します。 
 
雄大な産学協同：我が国の産業界が求めるテーマを積極的に追究し、広く開かれた学園として地域社会

に貢献します。 
 

学園の学章

 
「三大建学旗標」

人間形成 技術革新 産学協同

三位一体の「学園共同体」

学生 理事 教職員

科学技術を学ぶ者への指針を示す「３つの“Ｔ”」

真理 理論 技術

以上の３つの要素を、学園のシンボルであるゴールデンイーグル（いぬ鷲）の翼をモチーフにデザイ

ンしたものです。 
白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向かって進むとき頭部が金色に輝く特徴を持

っており、鳥類の中では最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。そのゴールデンイーグルの力強い

イメージは、勇気と信念を象徴しています。 

学園共同体の信条

この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”として定め、これら

に基づく信条を次の通りまとめました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することにより、

学園共同体の向上、発展を目指します。 
※“KIT-IDEALS”は表紙裏面に記載 
 
 
 
 

学園共同体の理想

学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を掲げ「工

学アカデミア」の建設に全力を傾けました。学園創設期においては、学生を“Young gentlemen”と呼

び、彼らの自律と自主的な活動を支援し、自由と活気ある学園の樹立に心がけました。特に、直接、そ

の設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自然の中で教職員と学生が寝食を共にし、規律ある共同生

活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の理想を実現せんとするものでありました。

傍ら、教職員の資質向上を図るため、教職員の学内外への留学制度を構築し、全ての教職員に教育者と

しての自覚を強く求めました。 
初代校長・学長の青山兵吉先生は“Truth（真理）”“Theory（理論）”“Technology（技術）”を当時の

学園の記章に三つの“T”として込められ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」とされ、本学園

卒業生が我が国産業界において指導的役割を担う技術者・研究者として活躍することを強く念じ、また

信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋で崇高な願いと言動は、当時の教職員には忘れ

難いものがあります。 
第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、多年にわたる教育者としての信念

に基づき、学園共同体の理想を「親切な学園である」との言葉に込められ、学生との信頼関係を構築す

る軸として、基礎学力の向上を目的とする徹底した教育訓練を展開されました。特に、「努力すれば、必

ず報われる」と学生に熱く語りかけておられた姿や「誠意をもって学生に対応すれば、学生は必ず応え

てくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、教職員を励ますのみならず、学外の多くの

方々から支持されました。 
私は“KIT-IDEALS”を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた“Kindness 

of Heart”（思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を“Intellectual Curiosity”
（知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを“Team Spirit”（共同と共創の精神）

は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に満ちた活動をそれぞれ想起し定めたものでありま

す。 
また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置付けた Integrity（誠

実）、Diligence（勤勉）、Energy（活力）、Autonomy（自律）、Leadership（リーダーシップ）、Self-Realization
（自己実現）は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々か

ら、その思いを要約させていただいたものであります。 
学園を構成する人々（学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目指され、

学園共同体の理想実現に寄与されますことを念願するものであります。 
平成 14 年 1 月 

理事長 泉屋 利郎 
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高邁な人間形成：我が国の文化を探究し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で個性豊かな技術
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に貢献します。 
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以上の３つの要素を、学園のシンボルであるゴールデンイーグル（いぬ鷲）の翼をモチーフにデザイ

ンしたものです。 
白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向かって進むとき頭部が金色に輝く特徴を持

っており、鳥類の中では最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。そのゴールデンイーグルの力強い

イメージは、勇気と信念を象徴しています。 

学園共同体の信条

この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を“KIT-IDEALS”として定め、これら

に基づく信条を次の通りまとめました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することにより、

学園共同体の向上、発展を目指します。 
※“KIT-IDEALS”は表紙裏面に記載 
 
 
 
 

学園共同体の理想

学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を掲げ「工

学アカデミア」の建設に全力を傾けました。学園創設期においては、学生を“Young gentlemen”と呼

び、彼らの自律と自主的な活動を支援し、自由と活気ある学園の樹立に心がけました。特に、直接、そ

の設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自然の中で教職員と学生が寝食を共にし、規律ある共同生

活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の理想を実現せんとするものでありました。

傍ら、教職員の資質向上を図るため、教職員の学内外への留学制度を構築し、全ての教職員に教育者と

しての自覚を強く求めました。 
初代校長・学長の青山兵吉先生は“Truth（真理）”“Theory（理論）”“Technology（技術）”を当時の

学園の記章に三つの“T”として込められ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」とされ、本学園

卒業生が我が国産業界において指導的役割を担う技術者・研究者として活躍することを強く念じ、また

信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋で崇高な願いと言動は、当時の教職員には忘れ

難いものがあります。 
第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、多年にわたる教育者としての信念

に基づき、学園共同体の理想を「親切な学園である」との言葉に込められ、学生との信頼関係を構築す

る軸として、基礎学力の向上を目的とする徹底した教育訓練を展開されました。特に、「努力すれば、必

ず報われる」と学生に熱く語りかけておられた姿や「誠意をもって学生に対応すれば、学生は必ず応え

てくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、教職員を励ますのみならず、学外の多くの

方々から支持されました。 
私は“KIT-IDEALS”を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた“Kindness 

of Heart”（思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を“Intellectual Curiosity”
（知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを“Team Spirit”（共同と共創の精神）

は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に満ちた活動をそれぞれ想起し定めたものでありま

す。 
また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置付けた Integrity（誠

実）、Diligence（勤勉）、Energy（活力）、Autonomy（自律）、Leadership（リーダーシップ）、Self-Realization
（自己実現）は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々か

ら、その思いを要約させていただいたものであります。 
学園を構成する人々（学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目指され、

学園共同体の理想実現に寄与されますことを念願するものであります。 
平成 14 年 1 月 

理事長 泉屋 利郎 
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１年次  ２年次  ３年次  ４年次  ５年次 

一般教育 
人間力の基礎となる「読み」「書き」「話す」を基本とした教育、躾教育ならびに 

工学の基礎としての数学の「計算する」、物理の「考える」教育を実践します。 

充実した英語教育 技術のグローバル化に着目し、外国人教員による少人数での英語教育を実践します。 

総合英語・英語スキルズⅠ  
総合英語・英語スキルズⅡ 

※アメリカ英語研修 
 

総合英語・英語スキルズⅢ 

※ニュージーランド留学 
    

自然学苑教育 人間力を養うことを目的とした自然学苑教育（合宿形式で自然に親しむ中で人格を養成する） 

人間と自然Ⅰ   人間と自然Ⅱ 人間と自然Ⅲ 

↓  ↓ ↓ ↓ ↓ 

創造実験・ 
創造設計 
 

本校の伝統のものづくり教育理念、エンジニアリングデザインとＣＤＩＯを考慮した、オリジナルな教育の主

柱です。学年ごとに修得した知識・技能を集約し、問題を分析し、解決策を創意し、形にして、運用します。 

卒業研究は、５年間の総合化であり、個人またはグループでテーマを決め、研究し、解決します。 

創造実験・創造設計Ⅰ  創造実験・創造設計Ⅱ  創造実験・創造設計Ⅲ  創造実験・創造設計Ⅳ  卒業研究 

↑  ↑  ↑  ↑  ↑ 

専門教育 
学科ごとに、以下の特色ある教育を実施します。 

情報化時代に相応しい「情報教育」を、学科ごとに専門科目の中で実施します。 

電気電子工学科 電気・電子に関する基礎知識を修得し、回路設計、計測制御、さらに情報および通信ネットワーク技術を

身につけ、電気・電子・情報分野を融合できるエンジニアの育成を目指します。 

機械工学科 ものづくりに必要な機械工学の基礎知識を修得し、機械を制御するために必要な電気やコンピュータに関

する技術を身につけ、メカトロニクスに強いエンジニアの育成を目指します。 

グローバル情報学科 

 

コンピュータとソフトウェア開発に関する専門能力と経営の知識を有し、イノベーションの創出に貢献で 

きるグローバル人材の養成を目指します。 

図２．国際高専のカリキュラム全体像 

 
人間教育は、教養教育、数理教育、英語教育並びに人間形成教育で構成しており、学年とともに高度

化される内容になっています。専門教育は、技術教育、技能教育、情報教育、資格取得及びインターン

シップから構成されています。 
一般教育では、人間力の基礎である「計算する」「読み」「書き」「話す」の４つを基本とする教育に視

点を置いています。特に、エンジニアの基盤を堅固にするため、工学の基礎である「数学」と「物理」

の基礎力の充実を目指しています。「話す」についてはグローバル化に対応して外国人教員による英語の

少人数教育を実施し、「英語によるコミュニケーション能力の向上」に力を注いでいます。 
「人間形成」を教育の根本理念とする本校は、「自然学苑教育」を人間教育の主要科目として必須化し、

仲間と寝食を共にする合宿教育を行い「人間力の涵養」に努めています。 
専門教育では、積み上げ式の創造実験・創造設計を教育の中心とした、教育体系を構築しています。

ものづくりと専門教育を組み合わせることによって、学生の知識の深化に応じた問題発見・解決能力の

発揚を図ります。各創造実験・創造設計では、エンジニアリングデザイン手法とデザインシンキング手

法を独自の観点で取り込むと共に、ＣＤＩＯの教育理念：①「発想する」②「設計する」③「実行する」

④「運営する」の要素を修得できるよう基準を再編成し、図３に示す実践的な技術者に必要な資質の養

成を目指します。 

 

自己実現力
コミュニケーション能力

技術力
創造力

ものづくり教育で体得する能力

卒業研究

人間力の育成・醸成

KIT IDEALS
キャリアデザイン

クラブ・地域連携活動
国際交流・留学

夢考房プロジェクト活動

人間としての
心豊かな人材育成

アイディアを形に
問題発見解決型の自主的行動

プレゼンテーション能力
グループワーク

エンジニアリングデザイン
ＣＤＩＯ

エンジニアとしての
創造性豊かな人材育成創造実験・

創造設計Ⅳ

創造実験・
創造設計Ⅲ

創造実験・
創造設計Ⅱ

創造実験・
創造設計Ⅰ

就職
進学

大学３年次へ
編入学

専門教育
技術教育
技能教育
情報教育
資格取得

インターンシップ

人間教育
教養教育
数理教育
英語教育

人間形成教育

図１．金沢高専がものづくり教育で目指す「人間形成教育」と「創造的技術者育成教育」
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図３．ＣＤＩＯシラバスの構成 

 
カリキュラムは「建学綱領｣を根源とし、これを具現する行動規範「ＫＩＴ-ＩＤＥＡＬＳ」とものづ

くり教育を先導する「ＣＤＩＯの基本理念」を融合して、卒業生が備えるべき５項目の資質・能力を明

らかにし、さらに達成するための細目を示しています。 
 

（２）卒業時に身につけるべき学力や資質・能力（ディプロマ・ポリシー） 

理念・目標 規範 卒業時に身につけるべき学力や資質・能力 

建学の綱領 

人間形成 

技術革新 

産学協同 

 

 

 

教育目標 
グローバルイノベータ
ーの育成 

行動規範 

KIT-IDEALS 

Ｋ：Kindness of Heart 

  思いやりの心 

Ｉ：Intellectual Curiosity 

  知的好奇心 

Ｔ：Team Spirit 

  共同と共創の精神 

Ｉ：Integrity 

  誠実 

Ｄ：Diligence 

  勤勉 

Ｅ：Energy 

  活力 

Ａ：Autonomy 

  自律 

Ｌ：Leadership 

  リーダーシップ 

Ｓ：Self-Realization 

  自己実現 

 

学習規範 

ＣＤＩＯ 

Ｃ：Conceive 

  発想する 

Ｄ：Design 

  設計する 

Ｉ：Implement 

  実行する 

Ｏ：Operate 

  運営する 

人
間
性 

①自分で考え、主体的に行動することができる。 

②技術者としての倫理や責任に基づいた意志決定ができる。 

資質Ａ 

創
造
性 

③専門知識・技能を組み合わせ、ものづくりができる。 

④メンバーとしての自覚と責任を持ち、リーダーシップを発揮できる。 

資質Ｂ 

国
際
性 

⑤英語でコミュニケーションができる。 

⑥国際感覚や異文化を理解し受け入れることができる。 

資質Ｃ 

基
礎
力 

⑦自然科学（数理科目）および工学の基礎を理解できる。 

⑧論理的な考え方ができる。 

資質Ｄ 

 

専
門
力 

⑨専門知識と技能を用い工学的な問題を解決できる。 

⑩科目間の相互関連性を理解し、専門全体を俯瞰できる。 

⑪各学科で推奨する資格を取得できる。 

資質Ｅ 

図４．卒業時に身につけるべき学力や資質・能力 

 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プログラムを履修

し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）教育の特色

本校は、グローバル化社会に対応できる「個を輝かせ、他と協働し、新たな価値を創出するグローバ

ルイノベーターの育成」を推進するため、次の教育を行っています。 
 
①人間形成教育および自然学苑研修（穴水自然学苑および池の平セミナーハウス研修）

自然学苑などにおいて開講される「人間と自然Ⅱ～Ⅲ」は、本校の教育で最も重要となる「人間形成」

を目指す科目です。豊かな自然環境の下、学生と教員が寝食を共にし、ア）思いやる心を育み倫理観を

養うこと、イ）チームワークの大切さを知りリーダーシップを発揮できること、ウ）日本人としての自

覚を深めることを目的としています。この教育では海洋活動、グループ討議、校長講話、科長講話、ク

ラスミーティング、自然学苑での共同生活などの活動を２泊３日のスケジュールの中で行います。 
 

②インターンシップ

本校では、４年次の夏期休業中に約２週間の日程でインターンシップを実施しており、開学以来、全

学生が参加しています。インターンシップでは就業体験を通じ実社会を認識すると共に、学生が自らの

既習成果を自己点検することができます。同時に、この経験を生かして、キャリアデザインの見直しを

図ることを目的としています。終了後に行われる研修先企業と保護者を対象にした「インターンシップ

報告会」は、学生のさらなる「自己啓発」の動機付けとなると共に、参加される企業担当者と学校の意

見交換の場ともなっています。 
平成 21年度からは、新たにシンガポールおよびニュージーランドなどにおける、海外インターンシッ
プを開始しました。いずれのケースも海外提携校経由によるインターンシップであり、研修中の安全に

は十分な配慮をすると同時に、派遣中には本校教員が巡回指導に赴いています。 
 
③ラーニングエクスプレス

平成 24年度よりシンガポール理工学院と提携し、ラーニングエクスプレスを開始しました。本校学生
がシンガポール理工学院の学生とチームを組み、東南アジアの国に滞在して現地が抱える課題を一緒に

なって解決するものです。 
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図３．ＣＤＩＯシラバスの構成 

 
カリキュラムは「建学綱領｣を根源とし、これを具現する行動規範「ＫＩＴ-ＩＤＥＡＬＳ」とものづ

くり教育を先導する「ＣＤＩＯの基本理念」を融合して、卒業生が備えるべき５項目の資質・能力を明

らかにし、さらに達成するための細目を示しています。 
 

（２）卒業時に身につけるべき学力や資質・能力（ディプロマ・ポリシー） 

理念・目標 規範 卒業時に身につけるべき学力や資質・能力 

建学の綱領 

人間形成 

技術革新 

産学協同 

 

 

 

教育目標 
グローバルイノベータ
ーの育成 

行動規範 

KIT-IDEALS 

Ｋ：Kindness of Heart 

  思いやりの心 

Ｉ：Intellectual Curiosity 

  知的好奇心 

Ｔ：Team Spirit 

  共同と共創の精神 

Ｉ：Integrity 

  誠実 

Ｄ：Diligence 

  勤勉 

Ｅ：Energy 

  活力 

Ａ：Autonomy 

  自律 

Ｌ：Leadership 

  リーダーシップ 

Ｓ：Self-Realization 

  自己実現 

 

学習規範 

ＣＤＩＯ 

Ｃ：Conceive 

  発想する 

Ｄ：Design 

  設計する 

Ｉ：Implement 

  実行する 

Ｏ：Operate 

  運営する 

人
間
性 

①自分で考え、主体的に行動することができる。 

②技術者としての倫理や責任に基づいた意志決定ができる。 

資質Ａ 

創
造
性 

③専門知識・技能を組み合わせ、ものづくりができる。 

④メンバーとしての自覚と責任を持ち、リーダーシップを発揮できる。 

資質Ｂ 

国
際
性 

⑤英語でコミュニケーションができる。 

⑥国際感覚や異文化を理解し受け入れることができる。 

資質Ｃ 

基
礎
力 

⑦自然科学（数理科目）および工学の基礎を理解できる。 

⑧論理的な考え方ができる。 

資質Ｄ 

 

専
門
力 

⑨専門知識と技能を用い工学的な問題を解決できる。 

⑩科目間の相互関連性を理解し、専門全体を俯瞰できる。 

⑪各学科で推奨する資格を取得できる。 

資質Ｅ 

図４．卒業時に身につけるべき学力や資質・能力 

 

 これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プログラムを履修

し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）教育の特色

本校は、グローバル化社会に対応できる「個を輝かせ、他と協働し、新たな価値を創出するグローバ

ルイノベーターの育成」を推進するため、次の教育を行っています。 
 
①人間形成教育および自然学苑研修（穴水自然学苑および池の平セミナーハウス研修）

自然学苑などにおいて開講される「人間と自然Ⅱ～Ⅲ」は、本校の教育で最も重要となる「人間形成」

を目指す科目です。豊かな自然環境の下、学生と教員が寝食を共にし、ア）思いやる心を育み倫理観を

養うこと、イ）チームワークの大切さを知りリーダーシップを発揮できること、ウ）日本人としての自

覚を深めることを目的としています。この教育では海洋活動、グループ討議、校長講話、科長講話、ク

ラスミーティング、自然学苑での共同生活などの活動を２泊３日のスケジュールの中で行います。 
 

②インターンシップ

本校では、４年次の夏期休業中に約２週間の日程でインターンシップを実施しており、開学以来、全

学生が参加しています。インターンシップでは就業体験を通じ実社会を認識すると共に、学生が自らの

既習成果を自己点検することができます。同時に、この経験を生かして、キャリアデザインの見直しを

図ることを目的としています。終了後に行われる研修先企業と保護者を対象にした「インターンシップ

報告会」は、学生のさらなる「自己啓発」の動機付けとなると共に、参加される企業担当者と学校の意

見交換の場ともなっています。 
平成 21年度からは、新たにシンガポールおよびニュージーランドなどにおける、海外インターンシッ
プを開始しました。いずれのケースも海外提携校経由によるインターンシップであり、研修中の安全に

は十分な配慮をすると同時に、派遣中には本校教員が巡回指導に赴いています。 
 
③ラーニングエクスプレス

平成 24年度よりシンガポール理工学院と提携し、ラーニングエクスプレスを開始しました。本校学生
がシンガポール理工学院の学生とチームを組み、東南アジアの国に滞在して現地が抱える課題を一緒に

なって解決するものです。 
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　電気電子工学科は、電気・電子に関する基礎知識を修得し、電気電子回路設計、計測制御、さらに情報および

通信ネットワーク技術を身につけ、電気・電子・情報通信分野を融合できるグローバルエンジニアの育成を目指します。
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　電気電子工学科は、電気・電子に関する基礎知識を修得し、電気電子回路設計、計測制御、さらに情報および

通信ネットワーク技術を身につけ、電気・電子・情報通信分野を融合できるグローバルエンジニアの育成を目指します。

人間と自然Ⅰ（A）

保健体育Ⅰ（A）

国語Ⅰ（A）

歴史Ⅰ（A）

人間と自然Ⅱ（A）

保健体育Ⅲ（A）

国語Ⅲ（A）

歴史Ⅱ（A）

人間と自然Ⅲ（A）

保健体育Ⅳ（A）

国語Ⅳ（A）

社会科学Ⅰ（A）

国語Ⅱ（A）

保健体育Ⅱ（A）

文化・思想（A）

社会科学Ⅱ（A）

情報工学Ⅰ（E、B）

コンピュータⅠ（E、B）

電気基礎（E、B）

コンピュータⅢ（E、B）

電気磁気学Ⅱ（E、B）

デジタル回路（E、B）

コンピュータⅣ（E、B）

電子工学（E、B）

コンピュータⅡ（E、B）

電気電子工学演習（E、B）

材料工学（E、B）

情報伝送工学（E、B）

データ通信ネットワーク（E、B）

回路シミュレーション（E、B）

制御工学（E、B）

電子回路Ⅱ（E、B）電気回路Ⅱ（E、B） 電子回路Ⅰ（E、B）

システム工学（E、B）

発変電工学（E、B）

計測工学（E、B）

電気法規と施設管理（E、B）

パワーエレクトロニクス（E、B）

メカトロニクス（E、B）

送配電工学（E、B）

電気機器（E、B）

総合英語Ⅰa（C）

総合英語Ⅰb（C）

英語スキルズⅠ（C）

総合英語Ⅲ（C）

英語スキルズⅢ（C）

上級英語Ⅰb（C）

英語スキルズⅡ（C）

総合英語Ⅱ（C）

日本文化（C）

上級英語Ⅱ（C）

工学英語Ⅱ（C）

英語表現技法（C）

工学英語Ⅰ（C）

英語資格技術（C）

総合英語Ⅳ（C）

上級英語Ⅰa（C）

海外英語研修（C）

創造実験Ⅰ（B、E）

デザインメソッドⅠ（B、E）

プロジェクトⅠ（B、E）

創造実験Ⅲ（B、E）

電気システム設計Ⅰ（B、E）

デザインメソッドⅡ（B、E）

創造実験Ⅱ（B、E） 卒業研究（B、E）

設計製図（B、E）

創造実験Ⅳ（B、E）

電気システム設計Ⅱ（B、E）

プロジェクトⅡ（B、E）

デザインメソッドⅢ（B、E）

プロジェクトⅢ（B、E）

基礎数学Ⅰ（D）

基礎数学Ⅱ（D）

物理・化学Ⅰ（D）

線形代数Ⅱ（D）

微分積分Ⅱ（D）

物理・化学Ⅲ（D） 応用物理Ⅰ（D）物理・化学Ⅱ（D）

微分積分Ⅰ（D）

線形代数Ⅰ（D）

応用物理Ⅱ（D）

応用数学Ⅱ（D）

数理統計（D）

応用数学Ⅰ（D）

インターンシップⅠ・Ⅱ（B、A、C）

プロジェクトⅣ（B、E）

情報工学Ⅱ（E、B）

電気回路Ⅰ（E、B）

電気磁気学Ⅰ（E、B）
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機械工学概論（E、B）

機械製図Ⅰ（E、B）

情報リテラシー（E、B）

材料力学Ⅰ（E、B）

機械工学演習Ⅰ（E、B）

工学特論Ⅱ（E、B）

航空工学（E、B）

先端材料工学（E、B）

機械工学演習Ⅱ（E、B）

機械工学実験Ⅱ（E、B）

経営科学概論（E、B）

熱工学Ⅱ（E、B）

機械設計演習（E、B）

振動工学（E、B）

機械設計Ⅱ（E、B）

工学特論Ⅰ（E、B）

メカトロニクスⅠ（E、B）

制御工学（E、B）

メカトロニクスⅡ（E、B）

機械製図演習（E、B）

機械材料（E、B）

応用プログラミング（E、B）

電子回路基礎（E、B）

機械設計Ⅰ（E、B）

材料力学Ⅱ（E、B）

熱工学Ⅰ（E、B）

流体力学（E、B）

数値計算演習（E、B）

ロボット工学（E、B）

計測工学（E、B）

総合英語Ⅰa（C）

総合英語Ⅰb（C）

英語スキルズⅠ（C）

総合英語Ⅲ（C）

英語スキルズⅢ（C）

上級英語Ⅰb（C）

英語スキルズⅡ（C）

総合英語Ⅱ（C）

日本文化（C）

上級英語Ⅱ（C）

工学英語Ⅱ（C）

英語表現技法（C）

工学英語Ⅰ（C）

英語資格技術（C）

総合英語Ⅳ（C）

上級英語Ⅰa（C）

海外英語研修（C）

創造設計Ⅰ（B、E）

デザインメソッドⅠ（B、E）

プロジェクトⅠ（B、E）

創造設計Ⅲ（B、E）

デザインメソッドⅢ（B、E）デザインメソッドⅡ（B、E）

創造設計Ⅱ（B、E） 卒業研究（B、E）創造設計Ⅳ（B、E）

エンジニアリングマネジメント（B、E）

プロジェクトⅡ（B、E）

基礎数学Ⅰ（D）

基礎数学Ⅱ（D）

物理・化学Ⅰ（D）

線形代数Ⅱ（D）

微分積分Ⅱ（D）

物理・化学Ⅲ（D）物理・化学Ⅱ（D）

微分積分Ⅰ（D）

線形代数Ⅰ（D） 生産品質管理（D）

応用数学Ⅱ（D）

数理統計（D）

応用数学Ⅰ（D）

インターンシップⅠ・Ⅱ（B、A、C）

プロジェクトⅣ（B、E）

機械加工（E、B）

機械製図Ⅱ（E、B）

工業力学（E、B）

プログラミング基礎（E、B）

電気基礎（E、B）

人間と自然Ⅰ（A）

保健体育Ⅰ（A）

国語Ⅰ（A）

歴史Ⅰ（A）

人間と自然Ⅱ（A）

保健体育Ⅲ（A）

国語Ⅲ（A）

歴史Ⅱ（A）

人間と自然Ⅲ（A）

保健体育Ⅳ（A）

国語Ⅳ（A）

社会科学Ⅰ（A）

国語Ⅱ（A）

保健体育Ⅱ（A）

文化・思想（A）

社会科学Ⅱ（A）

プロジェクトⅢ（B、E）

機械工学実験Ⅰ（E、B）

27



28



29



30



情報修学基礎Ⅰ（E、B）

情報処理Ⅰ（E、B）

コンピュータリテラシーⅠ（E、B）

プログラミング基礎（E、B）

情報処理Ⅲ（E、B）

工学特論Ⅰ（E、B）

システム開発演習Ⅱ（E、B）

ソフトウェア工学Ⅱ（E、B）

技術者倫理（E、B）

工学特論Ⅱ（E、B）

オペレーションズリサーチ（D）

コンピュータシステムⅠ・Ⅱ（E、B）

ネットワークシステムⅡ（E、B）

システム開発演習Ⅰ（E、B）

アルゴリズムとデータ構造（E、B）

マーケティングⅠ（E、B）

企業会計Ⅰ（E、B）

ネットワーク基礎Ⅱ（E、B）

プログラミング演習Ⅱ（E、B）

ビジネス概論（E、B）

ネットワークシステムⅠ（E、B）

メディア情報（E、B）

ソフトウェア工学Ⅰ（E、B）

データベース（E、B）

物流システム（E、B）

企業会計Ⅱ（E、B）

マーケティングⅡ（E、B）

総合英語Ⅰ（R）（C）

総合英語Ⅰ（G）（C）

英語スキルズⅠ（C）

総合英語Ⅲ（C）

英語スキルズⅢ（C）

情報ビジネス英語Ⅰ（C） 情報ビジネス英語Ⅱ（C）

英語スキルズⅡ（C）

総合英語Ⅱ（C）

日本文化（C）

上級英語Ⅱ（C）

英語討議技法（C）

英語表現技法（C）

情報ビジネス英語Ⅲ（C）

英語総合技能（C）

英語資格技術（C）

総合英語Ⅳ（C）

上級英語Ⅰ（C）

海外英語研修（C）

基礎数学Ⅰ（D）

基礎数学Ⅱ（D）

物理・化学Ⅰ（D）

線形代数Ⅱ（D）

微分積分Ⅱ（D）

物理・化学Ⅲ（D）物理・化学Ⅱ（D）

微分積分Ⅰ（D）

線形代数Ⅰ（D）

数理統計（D）

情報数学（D）

情報修学基礎Ⅱ（E、B）

コンピュータリテラシーⅡ（E、B）

プログラミング演習Ⅰ（E、B）

ネットワーク基礎Ⅰ（E、B）

情報処理Ⅱ（E、B）

人間と自然Ⅰ（A）

保健体育Ⅰ（A）

国語Ⅰ（A）

歴史Ⅰ（A）

人間と自然Ⅱ（A）

保健体育Ⅲ（A）

国語Ⅲ（A）

歴史Ⅱ（A）

人間と自然Ⅲ（A）

保健体育Ⅳ（A）

国語Ⅳ（A）

社会科学Ⅰ（A）

国語Ⅱ（A）

保健体育Ⅱ（A）

文化・思想（A）

社会科学Ⅱ（A）

創造設計Ⅰ（B、E）

デザインメソッドⅠ（B、E）

プロジェクトⅠ（B、E）

創造設計Ⅲ（B、E）

デザインメソッドⅢ（B、E）デザインメソッドⅡ（B、E）

創造設計Ⅱ（B、E） 卒業研究（B、E）創造設計Ⅳ（B、E）

ビジネスシステム（B、E）

プロジェクトⅡ（B、E）

インターンシップⅠ・Ⅱ（B、A、C）

プロジェクトⅣ（B、E）プロジェクトⅢ（B、E）

データ分析（D）
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本校の教育運営 
（平成 29 年度以前入学生適用） 

 

（１）２学期制と 100 分授業 

人口知能（AI）やあらゆるモノがインターネットにつながる IoT が普及されていく中、学生諸君も、

さまざまなイノベーションが溢れる時代に備えなければなりません。そこで、本校は金沢工業大学との

共創教育により、学習環境の飛躍的向上を図ります。また、各授業においても、例題－解答型の受け身

の授業ではなく、教員や他の学生とのディスカッションを通じて主体的に学ぶなどの、問題発見－解決

型の授業を実践していきます。さらに、各回の授業の終わりには振り返りの時間を 10 分程度設け、学ん

だ知識や技術をしっかり定着させたいと思います。つきましては、金沢工業大学と学期の区分及び授業

時間を合わせ、学期を前学期・後学期の２学期制、授業時間を 100 分に改めます。これらの変更により、

大学教員による授業を受ける機会を設けやすくなり、大学生と共に学習や研究を行うことで、本校学生

の能力の幅を広げることができます。 

（２）授業と学習支援計画書（シラバス） 

本校では、教育課程の編成の趣旨に沿って学習支援計画書を作成しています。この中には「科目概要」、

「評価方法」、「受講上のアドバイス」、「各週ごとの授業項目」、「到達目標または行動目標」が記載され

ており、各科目の授業担当者が自身の授業計画に基づき作成しています。 
学習支援計画書により、教員には「わかりやすい授業」の実施と共に課外学習の充実を図ることを求

め、学生には学年の始めの授業で配付し、能動的な学習態度を求めています。 

（３）クラス担任制度 

本校は、修学支援体制の中核をなす仕組みとしてクラス担任制（各クラスに担任と副担任を配置）を

有しています。クラス担任は、学生の意見や要望を聞くと共に、生活面での相談相手になるなど、教育

活動と生活面における円滑化を推進する役割を担っています。このクラス担任制度により、学生ガイダ

ンス、修学指導、成績集計、学生の自主的活動、生活面、進路指導に至る修学や生活全般に亘り行き届

いた指導を可能としています。 
また、毎週ホームルームを行うことで学生と学校の意思疎通および学生の状況把握に努め、校長、学

生主事、学科長と日常的に情報交換を行うことで、学生一人ひとりの状況を把握し、関係教員との情報

共有に努めています。 
さらに、部活動顧問や科目担当者が学生から相談を受けることもあり、クラス担任、部活動顧問、科

目担当など複数の教員が立場を異にして学生の声を聞く体制が確立されています。 

（４）課外活動（部活動、資格取得、プロジェクト） 

本校では、３年次までの全員が部活動に参加することを義務づけています。全ての部活動の顧問は、

本校教員が担当することで活動の活性化に努めると共に、学生と教員の積極的な係わりやコミュニケー

ションにより、学生一人ひとりの人間力の醸成を図っています。また、部活動のコーチにおいても、本

校の非常勤職員として採用された者が当たるなど、活動支援体制の充実に努力しています。 
また、各学生の専門分野における資格取得支援を図るために、具体的な目標を授業でも意識づけでき

るように、学生の学習意欲を触発し自主的・主体的学習態度の育成を目指しています。 
さらに、近年、学園の夢考房プロジェクト活動に参加する学生や本校のハンズオン部に入り、各種コ

ンテストへ挑戦する学生が増加しており、課外活動の充実が各教員の積極的な支援により推進されてい

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
部活動一覧 

運動部 文化部 
1） 陸上競技部 8） 卓球部 1） 吹奏楽部 
2） バレーボール部 9） バドミントン部 2） 放送・無線部 
3） バスケットボール部 10） 水泳部 3） 電子計算機部 
4） ソフトテニス部 11） 剣道部 4） 写真部 
5） テニス部 12） 柔道部 5） 美術部 
6） 野球部 13） スキー部 6） ハンズオン部 
7） サッカー部 14） ハンドボール部 7） 囲碁・将棋部 
バレーボール部、ソフトテニス部、柔道部、スキー部、囲碁・将棋部を休部とする。 
この他に、夢考房プロジェクト、華道講座などの課外活動もあります。 
 
 

（５）キャンパスライフと修学環境 

本校は、学校教育法が定める高等専門学校設置基準に沿った校地、校舎が整備されています。校舎内

には、教室、研究室、実験・実習室、コンピュータ演習室などが整備されています。また、金沢工業大

学との共用施設として、運動施設（体育館、運動場、天池自然学苑）、図書館（ライブラリーセンター）、

語学学習用の教室、機械実習施設（夢考房）、合宿研修施設（穴水湾自然学苑、池の平セミナーハウス）

などが整備されており、本校の教育に必要な教育環境が整備されています。 
学生は、授業時間外の各教室やコンピュータ演習室、アクティブラーニングルームなどを自由に利用

することができます。また、この他に教員の３分の１にあたる外国人の先生と自由に英会話を楽しむス

ペース、イングリッシュラウンジが開放されています。校舎は、学生の学習の場として、さらに学生間

のコミュニケーションの場として有効に活用されています。また、金沢工業大学との教育支援に係わる

共用施設は、学生の自主的な学習やキャンパス生活の場として有効に利用されています。特に、ライブ

ラリーセンターでは、図書、学術雑誌、視聴覚資料などが整備されると共に、教科科目に対応した参考

図書をはじめ、資格検定テキストなどが準備してあります。また、その資料の活用を促進するために、

本校教員をサブジェクトライブラリアン*に任用し、高専教育に直結した支援とサービスを提供していま

す。 
 

*サブジェクトライブラリアン：各分野の専門家として、その分野の先端情報や資料の体系的把握、評価を行うと共に、ライブラ     
リーセンターの利用や専門的事項を調べる際など、分からないことがあった場合の相談相手となり

ます。 
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本校の教育運営 
（平成 29 年度以前入学生適用） 

 

（１）２学期制と 100 分授業 

人口知能（AI）やあらゆるモノがインターネットにつながる IoT が普及されていく中、学生諸君も、

さまざまなイノベーションが溢れる時代に備えなければなりません。そこで、本校は金沢工業大学との

共創教育により、学習環境の飛躍的向上を図ります。また、各授業においても、例題－解答型の受け身

の授業ではなく、教員や他の学生とのディスカッションを通じて主体的に学ぶなどの、問題発見－解決

型の授業を実践していきます。さらに、各回の授業の終わりには振り返りの時間を 10 分程度設け、学ん

だ知識や技術をしっかり定着させたいと思います。つきましては、金沢工業大学と学期の区分及び授業

時間を合わせ、学期を前学期・後学期の２学期制、授業時間を 100 分に改めます。これらの変更により、

大学教員による授業を受ける機会を設けやすくなり、大学生と共に学習や研究を行うことで、本校学生

の能力の幅を広げることができます。 

（２）授業と学習支援計画書（シラバス） 

本校では、教育課程の編成の趣旨に沿って学習支援計画書を作成しています。この中には「科目概要」、

「評価方法」、「受講上のアドバイス」、「各週ごとの授業項目」、「到達目標または行動目標」が記載され

ており、各科目の授業担当者が自身の授業計画に基づき作成しています。 
学習支援計画書により、教員には「わかりやすい授業」の実施と共に課外学習の充実を図ることを求

め、学生には学年の始めの授業で配付し、能動的な学習態度を求めています。 

（３）クラス担任制度 

本校は、修学支援体制の中核をなす仕組みとしてクラス担任制（各クラスに担任と副担任を配置）を

有しています。クラス担任は、学生の意見や要望を聞くと共に、生活面での相談相手になるなど、教育

活動と生活面における円滑化を推進する役割を担っています。このクラス担任制度により、学生ガイダ

ンス、修学指導、成績集計、学生の自主的活動、生活面、進路指導に至る修学や生活全般に亘り行き届

いた指導を可能としています。 
また、毎週ホームルームを行うことで学生と学校の意思疎通および学生の状況把握に努め、校長、学

生主事、学科長と日常的に情報交換を行うことで、学生一人ひとりの状況を把握し、関係教員との情報

共有に努めています。 
さらに、部活動顧問や科目担当者が学生から相談を受けることもあり、クラス担任、部活動顧問、科

目担当など複数の教員が立場を異にして学生の声を聞く体制が確立されています。 

（４）課外活動（部活動、資格取得、プロジェクト） 

本校では、３年次までの全員が部活動に参加することを義務づけています。全ての部活動の顧問は、

本校教員が担当することで活動の活性化に努めると共に、学生と教員の積極的な係わりやコミュニケー

ションにより、学生一人ひとりの人間力の醸成を図っています。また、部活動のコーチにおいても、本

校の非常勤職員として採用された者が当たるなど、活動支援体制の充実に努力しています。 
また、各学生の専門分野における資格取得支援を図るために、具体的な目標を授業でも意識づけでき

るように、学生の学習意欲を触発し自主的・主体的学習態度の育成を目指しています。 
さらに、近年、学園の夢考房プロジェクト活動に参加する学生や本校のハンズオン部に入り、各種コ

ンテストへ挑戦する学生が増加しており、課外活動の充実が各教員の積極的な支援により推進されてい

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
部活動一覧 

運動部 文化部 
1） 陸上競技部 8） 卓球部 1） 吹奏楽部 
2） バレーボール部 9） バドミントン部 2） 放送・無線部 
3） バスケットボール部 10） 水泳部 3） 電子計算機部 
4） ソフトテニス部 11） 剣道部 4） 写真部 
5） テニス部 12） 柔道部 5） 美術部 
6） 野球部 13） スキー部 6） ハンズオン部 
7） サッカー部 14） ハンドボール部 7） 囲碁・将棋部 
バレーボール部、ソフトテニス部、柔道部、スキー部、囲碁・将棋部を休部とする。 
この他に、夢考房プロジェクト、華道講座などの課外活動もあります。 
 
 

（５）キャンパスライフと修学環境 

本校は、学校教育法が定める高等専門学校設置基準に沿った校地、校舎が整備されています。校舎内

には、教室、研究室、実験・実習室、コンピュータ演習室などが整備されています。また、金沢工業大

学との共用施設として、運動施設（体育館、運動場、天池自然学苑）、図書館（ライブラリーセンター）、

語学学習用の教室、機械実習施設（夢考房）、合宿研修施設（穴水湾自然学苑、池の平セミナーハウス）

などが整備されており、本校の教育に必要な教育環境が整備されています。 
学生は、授業時間外の各教室やコンピュータ演習室、アクティブラーニングルームなどを自由に利用

することができます。また、この他に教員の３分の１にあたる外国人の先生と自由に英会話を楽しむス

ペース、イングリッシュラウンジが開放されています。校舎は、学生の学習の場として、さらに学生間

のコミュニケーションの場として有効に活用されています。また、金沢工業大学との教育支援に係わる

共用施設は、学生の自主的な学習やキャンパス生活の場として有効に利用されています。特に、ライブ

ラリーセンターでは、図書、学術雑誌、視聴覚資料などが整備されると共に、教科科目に対応した参考

図書をはじめ、資格検定テキストなどが準備してあります。また、その資料の活用を促進するために、

本校教員をサブジェクトライブラリアン*に任用し、高専教育に直結した支援とサービスを提供していま

す。 
 

*サブジェクトライブラリアン：各分野の専門家として、その分野の先端情報や資料の体系的把握、評価を行うと共に、ライブラ     
リーセンターの利用や専門的事項を調べる際など、分からないことがあった場合の相談相手となり

ます。 
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自己点検・評価の仕組み 
 
 
 
 
 
本校は、教育の改善を図るために外部機関による評価を受けると共に、本校でも学生と教職員が一体

となり、各種の方法で自己点検を実施しています。 
 
学生は、自ら学んだ学習内容（学習の到達度）を各科目の成績や修学状況から確認します（図９参照）。

さらに、学生が授業アンケートやＩＣＴ総合アンケートに答えることで、授業への取り組みの積極性や、

成果、課外における活動の充実度を自己点検することができます。 

 
 

図９．国際高専における自己点検・評価の概念図 

 
これらの情報は教員にとって、また、本校全体にとって、教育改善のための重要な要素になります。

学生と教員が相互確認した内容をベースに、各教員は、年度末に１年間の活動について自己点検・評価

し、「今年度の教育改善成果に関する自己点検・評価」を校長に提出します。校長は、それを受けて個別

面談を行い、各教員の活動状況全般を確認すると共に、次年度の改善目標について合意形成を図ります。

その上で、「教育改善への取組と今年度の目標」を作成し、授業運営の観点から昨年度の実績とその評価

および反省の上に立って今年度の授業改善に取り組んでいます。 
一方、各教員が授業において実践した活動内容については、教育成果発表会や、創造技術教育研究所

でまとめた教育に関する「創造技術教育」（研究報告書）によって全教員に公開され、個々の教員の優れ

た教育実践例のノウハウが共有されます。また、多年に亘り継続して行われているＦＤ研修会は、授業

の創意工夫を図るものとして定着しています。  

教職員の自己点検・評価

学生と教職員
の相互確認

学校全体の自己点検・評価 学校全体
・ＩＣＴ教育評価委員会
・学務会議
・教務委員会
・厚生補導委員会

・進路指導委員会

教職員
・教育改善への取組と今年度の目標
・創造技術教育（研究報告書）
・教育成果発表会
・ＦＤ／ＳＤ※研修会

学生と教職員の相互確認
・学習支援計画書（シラバス）
・成績、修学状況
・授業アンケート
・ＩＣＴ総合アンケート

・新入生アンケート
・グループインタビュー

※ＦＤ／ＳＤ（Faculty Development/Staff Development）は、

教職員の指導能力の開発及び向上を目的とする活動の
総称。

個々の自己点検・評価を、組織的な取り組みにより
学校全体の自己点検・評価へ展開する仕組み。

Ｐ：計画（Plan）

Ｄ：実行（Do）
Ｃ：点検・評価（Check）

Ａ：改善（Action）
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自己点検評価の仕組み
 
 
 
 
 
本校は、教育の改善を図るために外部機関による評価を受けると共に、本校でも学生と教職員が一体

となり、各種の方法で自己点検を実施しています。 
 
学生は、自ら学んだ学習内容（学習の到達度）を各科目の成績や修学状況から確認します（図９参照）。

さらに、学生が授業アンケートやＩＣＴ総合アンケートに答えることで、授業への取り組みの積極性や、

成果、課外における活動の充実度を自己点検することができます。 
 

 
図９．国際高専における自己点検評価の概念図

 
これらの情報は教員にとって、また、本校全体にとって、教育改善のための重要な要素になります。

学生と教員が相互確認した内容をベースに、各教員は、年度末に１年間の活動について自己点検評価し、

「今年度の教育改善成果に関する自己点検評価」を校長に提出します。校長は、それを受けて個別面談

を行い、各教員の活動状況全般を確認すると共に、次年度の改善目標について合意形成を図ります。そ

の上で、「教育改善への取組と今年度の目標」を作成し、授業運営の観点から昨年度の実績とその評価お

よび反省の上に立って今年度の授業改善に取り組んでいます。 
一方、各教員が授業において実践した活動内容については、教育成果発表会や、創造技術教育研究所

でまとめた教育に関する「創造技術教育」（研究報告書）によって全教員に公開され、個々の教員の優れ

た教育実践例のノウハウが共有されます。また、多年に亘り継続して行われているＦＤ研修会は、授業

の創意工夫を図るものとして定着しています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本校の学事運営を行う組織として学務会議を中心に、教育、修学、進路、教育研究の観点から、「教務

委員会」、「厚生補導委員会」、「進路指導委員会」、「創造技術教育研究所」などが設置されています。多

くの教員が教育活動の点検と学事運営に携わることで、各教員が行った教育実践や学事運営における自

己点検の内容が、本校全体の改善活動の中で活かされる仕組みとなっています。さらに、「ICT教育評価
委員会」を設け本校の教育に関する取り組みを評価改善すると共に、学園理事会の諮問機関で第三者評

価を行う「十年委員会」に対して、教育・研究活動における取り組みの状況や計画などを報告していま

す。 
このように、本校の自己点検のシステムは、個々の自己点検が組織的な取り組みへと展開される仕組

みを有しており、校長のリーダーシップのもと、学生、教職員それぞれが学園の理念や本校の教育実践

目標を理解し、さらに行動規範（KIT-IDEALS）に沿って、それぞれが行動することで「工学アカデミ
ア」の実現を目指しています。 
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The purpose of this class is to develop the English 
ability, knowledge and vocabulary needed for 
students to have a fuller range of everyday 
conversations and improve their English skills. 
Students will do this through a variety of activities 
from the textbook and handouts. 
Students will frequently work in groups for various 
activities to practice and improve their understanding 
of daily English conversations.   
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Advanced English Conversation 1 will 
provide students with many opportunities to speak 
and listen to English through fun, interactive paired 
and small-group activities. Students can share their 
experiences, opinions and ideas with each other on a 
variety of interesting topics in a variety of ways to 
improve fluency and confidence. 

Students will use computers 
and software to work collaboratively, in order to 
develop their English and presentation skills. This 
class will not require an advanced knowledge of 
software or computers. 
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Advanced English Conversation 2 will provide 
students with the opportunity to extend the speaking 
and listening they developed in AEC 1 English 
engaging real-world and debate-style, opinion-focused 
activities. Students will be asked to share their 
experiences, opinions and ideas with each other on a 
variety of topics in a variety of ways to improve 
fluency and confidence.

TED Talk In “21st Century Ideas,” students will use 
TED Talks to engage in 21st century issues. Students 
will have the opportunity to read, listen, and discuss 
the issues and innovative ideas brought up by the 
TED speakers. This class will include elements of 
presentation, public speaking, and critical thinking. 
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Students will be able to read digital circuits written in 
MIL symbols and design simple digital circuit. 
Students will learn about operation of basic gates and 
digital circuits, how to use truth table, relationship 
between Boolean algebra and MIL symbol, and using 
Karnaugh map to simplify circuits. Analyze 
electronics devices using datasheet 
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Continuation from Electric Circuit I module, students 
will cover the basics of network theory and 
calculation, which is the basis of electrical 
engineering. The topic that will be covered in this 
module are Mutual induction circuits, Four terminal 
circuits, Three phase AC, Fourier series and strain 
wave exchange in term of phasor forms orthogonal 
form and polar form. 
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Electromagnetism is a branch of physics involving the 
study of electromagnetic force, the physical 
interaction occurs between electrically charged 
particle. In this module, students will study vector 
analysis for electromagnetism, theory and calculation 
of quantities associated with the static magnetic field. 
Student also will be introduced to the application of 
electromagnetic phenomena in electromagnetic 
induction and concept of motor and generator. 
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The students of mechanical engineering department 
need to get the knowledge of basic electronics. For 
making any electromechanical device, they have to be 
aware of mechanical design, programming and 
electronics. In this class, students will understand the 
function of each electric component, and how to 
analyze DC circuits. They will also learn about the 
semiconductor devices such as LED, transistors, 
digital IC's and logic gates. In addition, they will 
study different kinds of sensors and their 
applications. 
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Engineering English aims at preparing students to 
communicate with others in a technical context using 
English as the common medium. Students will learn 
how to read technical texts through learning how to 
search for the correct definition of engineering terms 
that they encounter. 
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Mechatronics, derived from Mechanical Engineering 
and Electronics, is the multidisciplinary field of 
science combining Mechanical Engineering, Electrical 
Engineering, and Computer Programming. As all 
machines nowadays are controlled by using electrical 
power as a driving force and computer programs for 
precision control and consistency, students will 
deepen their understanding of the connections 
between these mechanical systems through taking 
this course. 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Mechanical Drawings are the link between the 
designer of a machine and the technician who makes 
it. If the drawing is not properly created and labeled, 
the actual product can become flawed. Therefore, 
being able to create and read a proper draft is of great 
significance to any engineer. 

 

Mechanics of Materials is the study of the effects of 
physical forces in relation to actual materials. 
Mechanics of Materials I takes the concepts 
introduced in the Mechanics I class and applies it to 
physical objects such as beams to analyze the mode of 
change and the metrics of this change. This course 
will also relate these concepts as the basis of the 
decisions necessary during product design. 

  

 

 

 

Continuing from Engineering English I, students will 
continue to develop their English language skill in an 
engineering context. In this class, students will learn 
how to research and create technical presentations in 
English, both individually and in groups. The first 
half of this class will be dedicated to developing 
Powerpoint presentation skill, while the second half 
will be dedicated to academic conference style poster 
creation and presentation skill. 
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Advanced Materials is the study of the properties of 
various types of materials being used in industry and 
in various researches around the world today. This 
course will focus on the groups of materials known as 
ceramics, polymers, and composites before focusing on 
current advanced materials. After this course, 
students will understand the importance of such 
materials. 

 

 

 

 

Mechanical engineers are mostly concerning with 
making of things which requires two steps; design 
and then manufacturing. A lot of information is 
required in the form of data for completing the 
process of making things. In order to get the correct 
data, the basic principles of engineering 
measurement have to be comprehensively learnt. 
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Students will watch movies and have discussions 
with the topics introduced in the movies. In order to 
discuss these topics students should understand the 
story thoroughly. Students will learn how to express 
their opinions in English and gain cultural exposure. 
Students will reflect their learning by writing a movie 
review. 
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学年・学期・休業日について 
 
 
 
 
 
 

学年・学期 

学年は４月１日から３月３１日までをいい、前学期、後学期に分けられています。 
また、１年間の授業を行う期間は、定期試験の期間を含め、35 週にわたることが原則として定められて

います。 
 

授業日・休業日 

本年度の授業日・休業日は次のとおりです。 
 
前学期授業日  2019 年 4 月 1 日から 9 月 24 日まで   
後学期授業日  2019 年 9 月 25 日から 2020 年 3 月 31 日まで 
 
夏期休業日            8 月 8 日から 9 月 23 日まで 
冬期休業日         12 月 26 日から 1 月 6 日まで 
学年末休業日         3 月 4 日から 3 月 31 日まで 
 
なお、上記休業日中に集中講義・補講などを実施することがあります。 
 

緊急の変更に関する連絡方法について 

台風、地震、大雪その他の理由により緊急に臨時休業あるいは授業開始時刻・終了時刻を変更する場合

は、本校のホームページおよびメール配信にて連絡します。 
 
【ホームページ】 

https://www.ict-kanazawa.ac.jp/k.html 

（ＱＲコード読み込みも可能です） 

 

状況により、ホームページの更新ができない場合も 

ありますので、承知おきください。 

 

【メール配信】 

年度ごと登録をお願いしております。登録の時期になりましたら本校より案内しますので、 

ご希望の方は案内に沿って登録ください。 
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試験について 
 

 

 

 

 

 

授業科目の履修状況を評価し、単位を認定するための資料として試験が行われます。試験の種類には定

期試験（学期末試験）、再試験、追試験、単位追認試験、その他の試験があります。 

正当な理由なく試験を欠席した場合、または懲戒処分のため試験を欠席した場合、当該科目の試験の成

績を０点とします。 

なお、試験中不正行為をした者は、当該試験期間に行われるすべての科目の試験の成績が０点となりま

す。不正行為により試験の成績を０点とした場合は、追試験、再試験の対象にはなりません。 

 

定期試験 

定期試験は、各学期末に行われます。 

2019年度の定期試験日程は、次のとおりです。 

前学期末試験  ８月１日から８月５日まで   

後学期末試験  １月29日から２月１日まで 

 

再試験 

再試験は、定期試験を実施した科目の評点が不合格であった者について実施することがあります。 

 

追試験 

追試験は、法定伝染病の罹患や部活動による対外試合など、やむを得ない事由によって定期試験を受け

ることのできなかった者に対して実施することがあります。 

 

単位追認試験 

単位追認試験は、進級が認められた者で、当該学年までに取得しているべき単位を取得できなかった科

目について実施することがあります。 

 

その他の試験 

その他の試験は、中間テストや小テスト、成績不振者を対象とした補習テストなど、科目担当者が必要

と認めた場合に実施することがあります。 
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成績について 
 

 

単位 

授業課程表には、各授業科目の授業時間数に対応する量を「単位」として表示してあります。原則とし

て、50分の授業を30回行うと１単位として計算します。このような方法で計算される単位を「履修単位」

とよびます。なお、一部の科目については、50 分の学習 45 回分で１単位と計算します。ただし、45 回

のうち30回分の学習は予習・復習・課題など授業時間外で行い、授業は15回行うことを標準とします。

このような方法で計算された単位を「学修単位」とよび、一般に大学で用いられています。本年度「学

修単位」によって単位計算を行う科目は以下のとおりです。 

一般科目…………………………英語資格技術（４年）、数理統計（５年） 

電気電子工学科科目……………応用物理Ⅰ（４年）、応用物理Ⅱ（５年） 

グローバル情報学科科目………工学特論Ⅰ（４年）、工学特論Ⅱ（５年） 

 

なお、平成29年度にオタゴポリテクニクに留学した学生を対象とする以下の科目（４年次受講）も「学

修単位」に基づいて単位計算をします。 

電気電子工学科科目……………電気回路Ⅱ、電気磁気学Ⅱ 

機械工学科科目…………………材料力学Ⅰ、機械製図演習 

グローバル情報学科科目……情報処理Ⅲ、ネットワーク基礎Ⅱ 

 

※教育課程表に示される課題学修の単位数は別に定められています。 

 

単位認定と成績評価 

学業成績の評価は、試験の成績、平素の学習状況および出席状況等を総合し、学習支援計画書（シラバ

ス）の評価方法に従って行います。 

学業成績は、学期末に科目ごとに、それぞれの科目の担当教員が評価します。授業開講時間数の５分の

４以上出席している者について、その科目の履修が終了したものと認め、学年末成績の評点が60点以上

（平成 26 年度以前入学生については 50 点以上）の科目について、その科目の単位を修得したものと認

定します。 

この評価は次の区分により評定され、指導要録、および成績証明書などに記載されます。再試験や単位

追認によって修得した科目の評点は60点（平成26年度以前入学生については50点）とします。 

 

平成27年度以降入学生適用 

成績の評価方法は、各授業科目の学習支援計画書に明記されています。また、科目の成績評価は、「Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ、Ｆ」の６種の評定で表し、「Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ」を合格、「Ｄ、Ｆ」を不合格とします。 

評点 100～90 89～80 79～70 69～60 59～０ ０ 

評定 
Ｓ 

（秀） 

Ａ 

（優） 

Ｂ 

（良） 

Ｃ 

（可） 

Ｄ 

（成績不良） 

Ｆ 

（出席不良） 

 

平成26年度以前入学生適用 

評点 100～80 79～60 59～50 49～０ Ｆ 

評定 
５ 

（優） 

4 

（良） 

3 

（可） 

2 

（不可） 

Ｆ 

（出席不良） 
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GPAについて  

GPA（Grade Point Average）とは、個々の科目の成績評価に基づき、全履修科目における１単位当たり

の成績評価の平均値を表すものです。これにより、全体的な成績評価として各学期終了時点での成績状

況を確認できます。 

個々の科目の成績評価が高ければ当然GPAも高くなりますが、全履修科目を対象としていますので、履

修許可を受けた科目は、確実に履修し単位修得に努める必要があります。 

また、GPAによる成績評価は、今後の修学指導における基礎資料となるばかりでなく、就職指導や大学へ

の進学指導（大学への編入学推薦出願資格）における基礎資料ともなりますので、日々の学習に努力し

てください。 

 

成績評価とGPAの算出方法 

評定 評価ポイント 

Ｓ（秀） ４ポイント 

Ａ（優） ３ポイント 

Ｂ（良） ２ポイント 

Ｃ（可） １ポイント 

Ｄ（成績不良） ０ポイント 

Ｆ（出席不良） ０ポイント 

 

成績通知 

成績通知表は、前学期は９月の個別懇談会で保護者に直接、後学期は卒業・進級判定後に保護者あてに

郵送します。 

また、成績などで懇談の必要のある場合は、保護者に来校を願うことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）GPA は、計算結果の小数点以下３桁目を

四捨五入し、小数点以下２桁までとします。 

        （評価ポイント×単位数）の総和 
   GPA ＝  
           履修科目の総単位数 
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別表２  課題学修による単位の認定数 －コンテスト関係－（平成 27 年度以降入学生適用）  

コンテスト名 
認定 
単位数 

電気電子 
工学科 

機械工学科 
グローバル 
情報学科 

全国高専ロボット 

コンテスト※1 
全国大会出場 2 ○ ○ ○ 

全国大会入賞 3 ○ ○ ○ 

全国高専プログラミング 

コンテスト※2 
競

技 

部

門 

準々決勝進出 2 ○ ○ ○ 

入賞 3 ○ ○ ○ 

その他特例※3 1 ○ ○ ○ 

競

技 

部

門 

以

外 

本選に出場 1 ○ ○ ○ 

何らかの賞を受賞 
（敢闘賞を除く） 2 ○ ○ ○ 

最優秀・優秀賞 3 ○ ○ ○ 

東海北陸地区小水力発電アイデア 

コンテスト 
何らかの賞を受賞 1 ○ ○ ○ 

その他のコンテスト 顧問、指導教員から推薦があった場合、教務委員会および学務会議
で審議し決定する 

※1、※2 ５年生の卒業研究は除く。  

 

※3 全国大会に出場し、指導教員により準々決勝進出相当の努力が認められた場合、審議で承認。 
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進級・卒業について 
 

 

 

 

 

 

進級の要件 

平素学生の本分を全うし、かつ勉学に精励したものと認められる者のうち、以下の条件をすべて満たし

ている者については、第１学年から第４学年までは、その学年の課程を修了したものと認定し、次学年

に進級できます。 

●学則に定める各学年の最低修得単位を修得していること。 

（最低修得単位については、p45～56の教育課程表、単位認定についてはp98を参照） 

●学則に定める特別活動の単位を修得していること。 

●その年度中の欠席日数が、出席すべき日数の５分の１未満であること。 

 

ただし、上記の項目のうち、学則に定める学年の最低修得単位を修得できなかった者については、修得

科目の単位数が別表1に定める累積単位数以上である場合（平成26年度以前入学生の場合は、未修得科

目数が３科目以下でかつその単位の合計が８単位以下である場合）、その学年の課程を修了したものと認

定し、次学年への進級を認めます。 

 

なお、未修得となった科目は、進級した学年の指定期日までに単位追認試験などにより単位を修得しな

ければなりません。修得できなかった場合は、次学年への進級ができません。単位修得の期日について

は、年度始めのオリエンテーション期間に教務主事から通達されます。 

 

進級できずに原級に留められた者は、原則としてその学年の定められた科目のすべてを再履修しなけれ

ばなりません。ただし、第４学年の科目「インターンシップⅠ」及び「インターンシップⅡ」は再修得

する必要はありません。 

 

 

別表1 累積単位数（平成27年度以降入学生適用） 

       学年 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

学科  

電気電子工学科 ２６ 

（３３） 

６１ 

（６８） 

９４ 

（１０１） 

１２７ 

（１３４） 

１６７ 

（１６７） 

機械工学科 ２６ 

（３３） 

５８ 

（６５） 

９１ 

（９８） 

１２５ 

（１３２） 

１６７ 

（１６７） 

グローバル情報学科 ２６ 

（３３） 

５８ 

（６５） 

９１ 

（９８） 

１２５ 

（１３２） 

１６７ 

（１６７） 

注意１）下段（ ）は修得最低単位合計 

注意２）累積単位数には「特別活動」及び「海外英語研修」の単位数を含めない。 

注意３）当年度開講の創造実験Ⅰ～Ⅳ、創造設計Ⅰ～Ⅳの単位を修得できなかった場合は、

上記表によらず進級を認めない。（ただし、グローバル情報学科は創造実験Ⅳのみ） 
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卒業の要件 

卒業は、平素学生の本分を全うし、かつ勉学に精励したものと認められる５年生のうち、以下の条件を

すべて満たしている者について、校長が認定します。 

●学則に定める最低修得単位を修得していること。 

（最低修得単位については、p45～56の教育課程表、単位認定についてはp98を参照） 

●学則に定める特別活動の単位を修得していること。 

●その年度中の欠席日数が、出席すべき日数の５分の１未満であること。 

 

本校の教育理念と教育目的に沿って設定された授業科目や教育プログラムを履修し、基準となる単位数

を取得し、卒業を認められた者には、卒業証書を授与し、準学士（工学）の称号が付与されます。 

第５学年の課程を１年間履修し、かつ卒業を認められない者は、第５学年の定められた科目をすべて再

履修しなければなりません。 

 

同一学年再履修の制限 

同一学年の再履修は、１回を超えることはできません。 
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部活動名、顧問教員および監督コーチ          部活動活性化委員 瀧本明弘 

部 顧問名 監督・コーチ 
陸上競技 ○谷口萌未、金井 亮  
バスケットボール ○津田明洋、中泉俊一  
テニス ○上田清史、宮野 肇、木原 均 丸田豊司 
野球 ○藤島悟志、瀧本明弘（兼）  
サッカー ○宮野純光、松下臣仁、大崎富雄  
卓球 ○兒玉浩一、南出章幸  
バドミントン ○直江伸至、坂井仁美  
水泳 ○藤澤 武、竹俣一也  
剣道 ○小間徹也、ジャスティン・ハン  
ハンドボール ○瀧本明弘、イアン・スティーブンソン、 

 袖 美樹子 
 

吹奏楽 ○坂倉忠和 米森信夫 
放送・無線 ○今澤明男、千徳英一  

電子計算機 ○田村景明  
写真 ○土地邦生、ロバート・ソンガー  
美術 ○小髙有普  
ハンズオン ○伊藤恒平  
ネイチャー＆アドベンチャー ○山崎俊太郎、潟辺 豊、 

 フィリップ・ケザウ、山下和樹 
尾張由輝也 

ランゲージ＆カルチャー ○ポーリン・ベアード、 
イアン・スティーブンソン、大原しのぶ 

 

デザイン＆ファブリケーション ○伊勢大成、伊藤 周、カー・ケン・タン  
バレーボール部、ソフトテニス部、柔道部、スキー部、囲碁・将棋部を休部とする。 
○印は主任顧問 
 

プロジェクト 

プロジェクト 顧問名 
ロボコン ○林 道大、○諸谷徹郎、井上恵介、伊勢大成、 

 ハヤト・オガワ、梅野清一郎 
プロコン ○田村景明、藤澤 武、伊藤 周、ロバート・ソンガー 
デザコン ○金井 亮、坂井仁美 
英語プレゼンテーション ○大原しのぶ、イアン・スティーブンソン 
 

特別講座 

講座 顧問名 講師 
華道講座  ○宇都宮隆子、黒田譜美、ジャスティン・ハン 南川穂和 
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教授

機械工学科学科長

教授・博士(工学)

Kouhei Ito

国際理工学科副学科長

教授・博士（理学）

Meguru Ito

教授

Akio Imazawa

教授・哲学博士　Ph.D.(歴史学)

Kiyoshi Ueda

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＡ、エンジ
ニアリングコンテクストⅠＢ、物理ⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ、ⅡＢ
（金沢）電気電子工学演習
■略歴および専門分野
北辰中学校（石川県）出身
慶應義塾大学理工学部物理学科卒。東京大学大
学院理学系研究科理学部博士後期課程（天文
学）修了。国立天文台ハワイ観測所研究員、ビ
クトリア大学（カナダ）研究員を経て、平成24
年10月本校講師就任。平成27年10月准教授。
2019年教授。専門は光学、天文学。「近赤外シ
ルエットエンベロープの統計的研究およびレー
ザーガイド星システムにおける光ファイバー伝
送の特性」で学位取得。現在は水中における
レーザーアプリケーションの開発と工学教育に
関する研究に従事。

■横顔
天文望遠鏡用装置の開発を大学院で志したところ、な
ぜか海外にある研究所、大学を渡り歩くことに。海外
にいた経験も踏まえて学生にものづくりの楽しさを伝
えたいと考えている。
■趣味
読書、ゲーム、写真
■近況
最近あまり写真を撮っていないことに気づき、一念発
起しようとしているところ。白山の風景は季節ごとに
異なる美しさを見せてくれますが、冬の雪景色が一番
好きです。

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)ロボット工学、航空工学、制御工学、創
造設計Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
的場中学校（北海道）出身
防衛大学校航空宇宙工学教室卒。防衛大学校理
工学研究科（航空宇宙）修了。筑波大学大学院
博士後期課程(コンピューターサイエンス）修
了。陸上自衛隊野整備中隊、川崎重工業会社研
修員、防衛庁技術研究本部第３研究所光波誘導
研究室を経て、平成18年本校助教授就任。平成
21年教授。専門は制御工学、システム工学。

■横顔
「身は奴隷の境涯にあって鉄鎖につながれていてもそ
の心は自由である。いかなる暴君と言えどもその志を
奪うことはできない」。志を持ち、学生が志を持てる
よう学生教育に専心努力していきたい。
■趣味
マイクロマウス（ロボット）製作、ロボコン参加
■近況
全日本マイクロマウス競技とそれに伴い行われる地区
大会に出場するのが毎年の楽しみ。

伊藤 恒平

────────────────────────────────────────────────────────────────

伊藤　周

上田 清史

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢）データ分析、卒業研究、ソフトウェア
工学Ⅰ、ビジネス概論、企業会計Ⅱ
■略歴および専門分野
開進第三中学校（東京都）出身
慶應義塾大学工学部管理工学科卒。慶應義塾大
学大学院工学研究科博士課程（管理工学）単位
取得。金沢工業大学講師を経て、平成11年本校
教授就任。専門は経営工学・管理工学・行動計
量学。信頼リテラシーの研究、計量感覚育成の
研究に従事。

■横顔
チョコレートパフェなど甘い物が大好き、ただしお酒
も人一倍いける。
■趣味
美術鑑賞、映画鑑賞
■近況
未確認肥満物体（Unidentified Fat Object）となって
久しい。ダイエットに着手。一時、成功したかに見え
たが…。

今澤 明男

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）歴史文化ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
歴史文化（英語）ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
第三中学校（東京都国立市）出身
米国・ミズーリー州立大学歴史学部卒業。カナ
ダ・トロント大学東アジア学部修士課程修了。
カナダ・トロント大学歴史学部博士課程修了。
カナダ・トロント大学歴史学部助手。東京大学
社会科学研究所客員研究員。法政大学法学部兼
任講師。イスラエル・イェルサレムヘブライ大
学東アジア学部客員教授。上智大学国際教養学
部非常勤講師を経て、平成29年９月本校教授就
任。専門は近現代日本史。

■横顔
幼い頃から国内外の色々な所で生活し、学び、研究
し、人生のほぼ半分を国外で過ごしてきました。テニ
ス選手として五大陸・四十数カ国を訪れています。
■趣味
「歴史」への理解を深める事。
■近況
金沢特有の「強い風・横降りの雪・冬の雷」をまれに
見る自然現象と感嘆し、日々過ごしています。学生に
は歴史の授業を通して色々な観点・見方があることを
「発見」してもらい、自由な発想で考えてほしいと
願っています。

ルイス・バークスデール
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教授

機械工学科学科長

教授・博士(工学)

Kouhei Ito

国際理工学科副学科長

教授・博士（理学）

Meguru Ito

教授

Akio Imazawa

教授・哲学博士　Ph.D.(歴史学)

Kiyoshi Ueda

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＡ、エンジ
ニアリングコンテクストⅠＢ、物理ⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ、ⅡＢ
（金沢）電気電子工学演習
■略歴および専門分野
北辰中学校（石川県）出身
慶應義塾大学理工学部物理学科卒。東京大学大
学院理学系研究科理学部博士後期課程（天文
学）修了。国立天文台ハワイ観測所研究員、ビ
クトリア大学（カナダ）研究員を経て、平成24
年10月本校講師就任。平成27年10月准教授。
2019年教授。専門は光学、天文学。「近赤外シ
ルエットエンベロープの統計的研究およびレー
ザーガイド星システムにおける光ファイバー伝
送の特性」で学位取得。現在は水中における
レーザーアプリケーションの開発と工学教育に
関する研究に従事。

■横顔
天文望遠鏡用装置の開発を大学院で志したところ、な
ぜか海外にある研究所、大学を渡り歩くことに。海外
にいた経験も踏まえて学生にものづくりの楽しさを伝
えたいと考えている。
■趣味
読書、ゲーム、写真
■近況
最近あまり写真を撮っていないことに気づき、一念発
起しようとしているところ。白山の風景は季節ごとに
異なる美しさを見せてくれますが、冬の雪景色が一番
好きです。

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)ロボット工学、航空工学、制御工学、創
造設計Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
的場中学校（北海道）出身
防衛大学校航空宇宙工学教室卒。防衛大学校理
工学研究科（航空宇宙）修了。筑波大学大学院
博士後期課程(コンピューターサイエンス）修
了。陸上自衛隊野整備中隊、川崎重工業会社研
修員、防衛庁技術研究本部第３研究所光波誘導
研究室を経て、平成18年本校助教授就任。平成
21年教授。専門は制御工学、システム工学。

■横顔
「身は奴隷の境涯にあって鉄鎖につながれていてもそ
の心は自由である。いかなる暴君と言えどもその志を
奪うことはできない」。志を持ち、学生が志を持てる
よう学生教育に専心努力していきたい。
■趣味
マイクロマウス（ロボット）製作、ロボコン参加
■近況
全日本マイクロマウス競技とそれに伴い行われる地区
大会に出場するのが毎年の楽しみ。

伊藤 恒平

────────────────────────────────────────────────────────────────

伊藤　周

上田 清史

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢）データ分析、卒業研究、ソフトウェア
工学Ⅰ、ビジネス概論、企業会計Ⅱ
■略歴および専門分野
開進第三中学校（東京都）出身
慶應義塾大学工学部管理工学科卒。慶應義塾大
学大学院工学研究科博士課程（管理工学）単位
取得。金沢工業大学講師を経て、平成11年本校
教授就任。専門は経営工学・管理工学・行動計
量学。信頼リテラシーの研究、計量感覚育成の
研究に従事。

■横顔
チョコレートパフェなど甘い物が大好き、ただしお酒
も人一倍いける。
■趣味
美術鑑賞、映画鑑賞
■近況
未確認肥満物体（Unidentified Fat Object）となって
久しい。ダイエットに着手。一時、成功したかに見え
たが…。

今澤 明男

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）歴史文化ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
歴史文化（英語）ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
第三中学校（東京都国立市）出身
米国・ミズーリー州立大学歴史学部卒業。カナ
ダ・トロント大学東アジア学部修士課程修了。
カナダ・トロント大学歴史学部博士課程修了。
カナダ・トロント大学歴史学部助手。東京大学
社会科学研究所客員研究員。法政大学法学部兼
任講師。イスラエル・イェルサレムヘブライ大
学東アジア学部客員教授。上智大学国際教養学
部非常勤講師を経て、平成29年９月本校教授就
任。専門は近現代日本史。

■横顔
幼い頃から国内外の色々な所で生活し、学び、研究
し、人生のほぼ半分を国外で過ごしてきました。テニ
ス選手として五大陸・四十数カ国を訪れています。
■趣味
「歴史」への理解を深める事。
■近況
金沢特有の「強い風・横降りの雪・冬の雷」をまれに
見る自然現象と感嘆し、日々過ごしています。学生に
は歴史の授業を通して色々な観点・見方があることを
「発見」してもらい、自由な発想で考えてほしいと
願っています。
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一般教科主任・教授

Takako Utsunomiya

教授

Tomio Osaki

学生主事（白山麓）・教授

Shinobu Ohara

進路指導副主事

教授・博士（工学）

Ryo Kanai

教授・博士（情報科学）

Hitoshi Kihara

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）歴史Ⅱ、文化・思想Ａ・Ｂ
■略歴および専門分野
軽舞中学校（北海道）出身
皇学館大学文学部国文科卒。皇学館大学大学院
修士課程（国文学）修了。平成元年本校講師就
任。平成9年助教授を経て、平成23年教授。専
門は近代文学、主に近代文芸評論の研究に従
事。

■横顔
特技は中国拳法（螳螂拳、八極拳）。最近、あまり練
習できないのが悩み。帰宅後はなるべく練習するよう
にしているそうだ。
■趣味
読書
■近況
近代文学作家の思考態度の分析を中心に研究してい
る。

大崎 富雄

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麗）解析基礎Ａ・Ｂ、基礎数学Ａ・Ｂ、
微分積分Ａ・Ｂ
■略歴および専門分野
水巻南中学校（福岡県）出身
広島大学学校教育学部中学校教員養成課程卒。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科博
士前期課程修了。北陸先端科学技術大学院大学
情報科学研究科博士後期課程修了。北陸先端科
学技術大学院大学研究員、研究生を経て、平成
20年８月本校講師就任。平成24年准教授。2019
年教授。専門は数理論理学。博士論文
「Substructural Logics an　algebraic study」
で学位取得。

■横顔
学生たちの素朴な疑問や問いかけを大切にしており、
常に笑顔を忘れないように心がけている。中学時代は
勉強嫌いだったが、今では教える立場となり、学生に
は自信を持ってもらいたいと考えている。
■趣味
読書、ジョギング
■近況
金沢は山や海が近く、また文化や歴史が深いので、毎
日とても楽しく過ごしています。

木原　均

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)総合英語Ⅳ、英語表現技法
■略歴および専門分野
城南中学校（石川県）出身
フェリス女学院大学文学部英文学科卒。セント
マイケルズ大学大学院修士課程（第二言語とし
ての英語教授法）修了。金城学園遊学館高等学
校非常勤講師、ＮＣＮ米国大学機構北陸地区ス
クーリング講師、金沢工業大学講師を経て、平
成23年本校准教授就任。平成28年教授。専門は
英語教授法（TESOL）。

■横顔
学生の皆さんを笑顔にする授業、必死な顔にさせる授
業、どちらも私の理想とするところですが、なかなか
もって難しいものであります。
■趣味
旅行、美術館めぐり、デパ地下散策
■近況
小学生の頃、夏休み毎日通ったラジオ体操。あの頃
は、音楽に合わせてただ体を動かしているだけでした
が、今になると、その１つひとつがなぜそのような体
の動きをしなくてはいけないのかが、体が硬くなって
きただけによくわかります。「イタタ…」と言わずに
すむよう、規則的な運動をしなくてはと思っていま
す。

宇都宮 隆子

■担当科目
（金沢）エンジニアリングマネジメント、機械
工学実験Ⅰ、材料力学Ⅰ・Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
東中学校（群馬県前橋市）出身
金沢大学工学部人間・機械工学科卒。金沢大学
大学院博士前期課程（機械科学）修了。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）単
位取得。金沢大学非常勤講師、金沢大学工学部
助手を経て、平成19年本校講師就任。平成22年
准教授。2019年教授。専門は計算力学、材料力
学、最適化設計。「生物の多様性に学ぶ最適化
手法の開発研究」で学位取得。

■横顔
どれほど学んでも充分なことはなく、ただただ勉強不
足なことを日々実感。それ以上に教育は難しく、如何
に工学の面白さを伝え、わかりやすい授業を行うか、
試行錯誤中の自称若手の先生。
■趣味
旅行、温泉、茶道、料理
■近況
やたらと忙しいです。家族と過ごす時間をとりなが
ら、今年も学会とか行きたいけどどうなるんでしょう
ね。

金井　亮

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リーディング・ライティングⅠＡ・
ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、ブリッジイングリッシュ
■略歴および専門分野
長吉六反中学校（大阪府）出身
園田学園女子大学文学部英米文学科卒。セント
マイケルズ大学大学院修士課程（第二言語とし
ての英語教授法）修了。大阪市立高等学校およ
び中学校非常勤講師。米国公立高等学校で日本
語教師助手を経て、平成８年９月本校講師就
任。平成13年助教授を経て、平成21年教授。専
門は英語教授法（TESOL）。

■横顔
阪神タイガースの大ファンで、毎年優勝を祈願してい
るらしい。アメリカ大陸を１人で自動車で横断すると
いうたくましい一面も持っている。
■趣味
旅行、スポーツ鑑賞
■近況
ラーメンが大好きです。美味しいラーメン屋さんの情
報を教えてください。最近は、若者の話に追いついて
いけなくなりました。せめてラーメン屋さんや野球の
話（特に阪神タイガース）で盛り上がりたいと思って
います。

大原 しのぶ

────────────────────────────────────────────────────────────────
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一般教科主任・教授

Takako Utsunomiya

教授

Tomio Osaki

学生主事（白山麓）・教授

Shinobu Ohara

進路指導副主事

教授・博士（工学）

Ryo Kanai

教授・博士（情報科学）

Hitoshi Kihara

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）歴史Ⅱ、文化・思想Ａ・Ｂ
■略歴および専門分野
軽舞中学校（北海道）出身
皇学館大学文学部国文科卒。皇学館大学大学院
修士課程（国文学）修了。平成元年本校講師就
任。平成9年助教授を経て、平成23年教授。専
門は近代文学、主に近代文芸評論の研究に従
事。

■横顔
特技は中国拳法（螳螂拳、八極拳）。最近、あまり練
習できないのが悩み。帰宅後はなるべく練習するよう
にしているそうだ。
■趣味
読書
■近況
近代文学作家の思考態度の分析を中心に研究してい
る。

大崎 富雄

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麗）解析基礎Ａ・Ｂ、基礎数学Ａ・Ｂ、
微分積分Ａ・Ｂ
■略歴および専門分野
水巻南中学校（福岡県）出身
広島大学学校教育学部中学校教員養成課程卒。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科博
士前期課程修了。北陸先端科学技術大学院大学
情報科学研究科博士後期課程修了。北陸先端科
学技術大学院大学研究員、研究生を経て、平成
20年８月本校講師就任。平成24年准教授。2019
年教授。専門は数理論理学。博士論文
「Substructural Logics an　algebraic study」
で学位取得。

■横顔
学生たちの素朴な疑問や問いかけを大切にしており、
常に笑顔を忘れないように心がけている。中学時代は
勉強嫌いだったが、今では教える立場となり、学生に
は自信を持ってもらいたいと考えている。
■趣味
読書、ジョギング
■近況
金沢は山や海が近く、また文化や歴史が深いので、毎
日とても楽しく過ごしています。

木原　均

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)総合英語Ⅳ、英語表現技法
■略歴および専門分野
城南中学校（石川県）出身
フェリス女学院大学文学部英文学科卒。セント
マイケルズ大学大学院修士課程（第二言語とし
ての英語教授法）修了。金城学園遊学館高等学
校非常勤講師、ＮＣＮ米国大学機構北陸地区ス
クーリング講師、金沢工業大学講師を経て、平
成23年本校准教授就任。平成28年教授。専門は
英語教授法（TESOL）。

■横顔
学生の皆さんを笑顔にする授業、必死な顔にさせる授
業、どちらも私の理想とするところですが、なかなか
もって難しいものであります。
■趣味
旅行、美術館めぐり、デパ地下散策
■近況
小学生の頃、夏休み毎日通ったラジオ体操。あの頃
は、音楽に合わせてただ体を動かしているだけでした
が、今になると、その１つひとつがなぜそのような体
の動きをしなくてはいけないのかが、体が硬くなって
きただけによくわかります。「イタタ…」と言わずに
すむよう、規則的な運動をしなくてはと思っていま
す。

宇都宮 隆子

■担当科目
（金沢）エンジニアリングマネジメント、機械
工学実験Ⅰ、材料力学Ⅰ・Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
東中学校（群馬県前橋市）出身
金沢大学工学部人間・機械工学科卒。金沢大学
大学院博士前期課程（機械科学）修了。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）単
位取得。金沢大学非常勤講師、金沢大学工学部
助手を経て、平成19年本校講師就任。平成22年
准教授。2019年教授。専門は計算力学、材料力
学、最適化設計。「生物の多様性に学ぶ最適化
手法の開発研究」で学位取得。

■横顔
どれほど学んでも充分なことはなく、ただただ勉強不
足なことを日々実感。それ以上に教育は難しく、如何
に工学の面白さを伝え、わかりやすい授業を行うか、
試行錯誤中の自称若手の先生。
■趣味
旅行、温泉、茶道、料理
■近況
やたらと忙しいです。家族と過ごす時間をとりなが
ら、今年も学会とか行きたいけどどうなるんでしょう
ね。

金井　亮

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リーディング・ライティングⅠＡ・
ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、ブリッジイングリッシュ
■略歴および専門分野
長吉六反中学校（大阪府）出身
園田学園女子大学文学部英米文学科卒。セント
マイケルズ大学大学院修士課程（第二言語とし
ての英語教授法）修了。大阪市立高等学校およ
び中学校非常勤講師。米国公立高等学校で日本
語教師助手を経て、平成８年９月本校講師就
任。平成13年助教授を経て、平成21年教授。専
門は英語教授法（TESOL）。

■横顔
阪神タイガースの大ファンで、毎年優勝を祈願してい
るらしい。アメリカ大陸を１人で自動車で横断すると
いうたくましい一面も持っている。
■趣味
旅行、スポーツ鑑賞
■近況
ラーメンが大好きです。美味しいラーメン屋さんの情
報を教えてください。最近は、若者の話に追いついて
いけなくなりました。せめてラーメン屋さんや野球の
話（特に阪神タイガース）で盛り上がりたいと思って
います。

大原 しのぶ

────────────────────────────────────────────────────────────────

イアン・スティーブンソン
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教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

グローバル情報学科学科長

教授

Takeshi Fujisawa

教務副主事・教授

博士(工学)

Satoshi Fujishima

教授　Ph.D

Pauline Baird

国際理工学科学科長・教授

Omihito Matsushita

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）データベース、創造設計Ⅳ、卒業研
究、ビジネスシステム，ネットワークシステム
Ⅱａ
■略歴および専門分野
奈古中学校（富山県）出身
富山大学工学部電子工学科卒。イントラネット
やインターネット関連の業務に従事。ネットベ
ンチャー企業の執行役員や役員、独自の動画テ
クノロジーを用いた動画配信サービスをメイン
としたＷＥＢサービスの構築業務を経て、平成
23年本校准教授就任。平成26年教授。

■横顔
慎重な割には好奇心が強く色々と手を出してみたくな
る。そのせいか仕事では火中の栗を拾うことが多い気
も。
■趣味
音楽鑑賞
■近況
これからは仕事もプライベートも無理せず、そして体
にいい事を始めたい。と、赴任当初から言い続けてい
る。

藤澤　武

────────────────────────────────────────────────────────────────

松下 臣仁

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ・ⅡＢ、ブリッジイングリッシュ、
世界文学Ⅰ
■略歴および専門分野
[スコットランド]アンドルー大学文学部英文学
科卒業。[米国]セント・マイケルズ大学大学院
修士課程修了（英語を外国語とする学習者への
英語教授）。[米国]ボーリング・グリーン州立
大学大学院博士課程（英語修辞法）修了。金沢
工業大学講師。[パラオ共和国]パラオミッショ
ンアカデミー副校長。[米国]グアム大学英語教
育学部講師を経て、平成29年10月本校教授就
任。専門は英語修辞法。

■横顔
カリブ、アメリカ、パラオ、グアムなど様々な国々で
長年、教鞭をとってきた教育熱心な先生です。学ぶこ
とが大好きで幾つかの学位（英語教授法（博士、修
士）、英語（学士））を取得しています。学生達を奮
い立たせ、学生達から学ぶことを喜びとしています。
■趣味
犬との散歩、友達や家族とのおしゃべり、料理
■近況
お互いの文化を学び合う素敵な時間を過ごしましょ
う。

ポーリン・ベアード

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報ビジネス英語Ⅱ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅱ
Ａ、エンジニアリングコンテクストⅠＡ、コン
ピュータスキルズⅡＢ
■略歴および専門分野
岩出中学校（和歌山県）出身
関西外国語大学外国語学部英米語学科卒。セン
トマイケルズ大学大学院修士課程（第二言語と
しての英語教授法）修了。イリノイ工科大学大
学院修士課程（デザイン方法論）修了。平成15
年本校講師就任。平成21年准教授。平成28年教
授。専門は英語教授法（TESOL）、デザイン方
法論。

■横顔
いつも穏やかでありながら頼りがいがあります。長い
アメリカでの生活から役に立つ英語の使い方を教えて
くれます。また留学中は留学生アシスタントとして働
いていた経験から世界中に友達がいます。世界各地の
話題が授業の中で紹介されるでしょう。
■趣味
サッカー（インターハイ出場）、映画鑑賞
■近況
授業を通じて国際高専生のスクールライフを豊かに
し、共に語り合う機会を持っていきたいと思います。

■担当科目
（金沢）コンピュータⅢ・Ⅳ、電気システム設
計Ⅰ、データ通信ネットワーク、卒業研究
■略歴および専門分野
板津中学校（石川県）出身
豊橋技術科学大学知識情報工学課程卒。豊橋技
術科学大学大学院博士後期課程（機能材料工学
専攻）修了。関西学院大学博士研究員、豊橋技
術科学大学助教を経て、平成21年本校准教授就
任。2019年教授。専門は知識情報工学。「化学
構造のTFS表現による薬物構造データマイニン
グに関する研究」で学位取得。現在、データマ
イニング、知識発見、BMI/BCIに関する研究に
従事。

■横顔
老後の生活を見据えて、必要な知識を習得中。
■趣味
旅行、野球、読書
■近況
ライフワークバランスの重要性を認識し、実践してい
きたい。

藤島 悟志

教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
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院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
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院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

教授・博士（工学）
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教授・工学博士
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研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────
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■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。
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■担当科目
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特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。
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強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────
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教授・博士（工学）

電気電子工学科学科長
教授・学術博士

教授・工学博士

教授

研究プロジェクト副主事
教授・博士（工学）

■横顔
普通のサラリーマン生活が長かったので「先生」と呼
ばれることに慣れていません。呼んでも返事が無かっ
たら、もう一度大きな声で呼んでください。
■趣味
モータースポーツ、工作
■近況
健康維持のため、少しだけダイエット中です。ただ
し、おいしいものは体に良いらしいので、誘われれば
断れないかもしれません。

林　道大

中泉 俊一

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用プログラミング、創造設計Ⅳ、機械
設計Ⅰ、機械設計演習
■略歴および専門分野
紫錦台中学校（石川県）出身
金沢大学工学部機械システム工学科卒。金沢大
学大学院博士後期課程（システム創成科学）修
了。地元の機械メーカーにてＦＡ・物流関連機
器の開発設計などを経て、平成23年本校准教授
就任。平成26年本校教授就任。専門は機械設計
工学、ロボット工学。「発見的手法によるマニ
ピュレータの動的効果を考慮した軌道生成」で
学位取得。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）微分積分Ⅱ
■略歴および専門分野
鶴来中学校（石川県）出身
富山大学文理学部理学科数学専攻卒。松任農業
高等学校教諭、松任高等学校教諭、金沢辰巳丘
高等学校教諭、金沢錦丘高等学校教諭、松任高
等学校教頭、金沢向陽高等学校教頭、小松瀬領
特別支援学校校長を経て、平成24年本校教授就
任。専門は数値解析、数学教育。

■横顔
これがよいことだと思うと、一人になろうとも自ら
やってみせて、結果を示すタイプ。仕事以外では、地
域活動に参加していろいろな方との交流を深めていま
す。
■趣味
美術館巡り、旅行、観劇
■近況
最近は、数学の研究を離れ、中断したパステル画を始
めて下手な絵を描いて楽しんでいます。

──────────────────────────────────────────────────────────────────

直江 伸至

■担当科目
（金沢）ネットワーク基礎Ⅱ、創造設計Ⅲ、シ
ステム開発演習Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
根上中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報処理工学科卒。金沢工業大学
大学院修士課程（情報工学）修了。平成14年金
沢工業大学大学院博士課程（情報工学）単位取
得。昭和61年本校助手就任。講師、助教授を経
て、平成16年教授。専門は計算機工学。「完全
直線位相ＩＩＲフィルタならびにフィルタバン
クの設計法とその画像符号化への応用に関する
研究」で学位取得。現在デジタル信号処理と画
像処理に関する研究に従事。

■横顔
人柄は温厚で親しみやすく誰もが気軽に話しかけたく
なる雰囲気をもっている。
■趣味
映画鑑賞、ものづくり
■近況
コンピュータを誰もが楽しく使えるようにと、日夜頑
張っている。

田村 景明

■担当科目
（金沢）工学英語Ⅰ、材料工学、卒業研究、電
子工学、創造実験Ⅲ
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学電子工学科卒。金沢工業大学大学
院修士課程（電気電子工学）修了。金沢大学大
学院博士課程（物質科学専攻）修了。ファイン
セラミックスや高周波回路の開発業務を経て、
平成16年本校講師就任。平成18年助教授を経
て、平成22年教授。専門は光物性および材料物
性。「複合ペロブスカイト型化合物の誘電特性
に関する研究」で学位取得。現在、地元企業と
の医療用観察機具の共同開発、教育用電気自動
車の製作、半導体エネルギー帯構造の解析に従
事。

■横顔
基礎学力、特に数学力の向上のために学生と一緒に勉
強しています。皆さんの参加を待っています。また、
コンピュータにも強くなりたいと思い、いろいろな本
を読んでいます。
■趣味
特にありません
■近況
材料物性の電気特性の測定やコンピュータによる分析
に取り組んでいます。よい成果を出して、学会発表や
論文を投稿したいのですが、他の仕事が忙しいせい
か、能力不足のせいか、なかなか進みません。

土地 邦生

──────────────────────────────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)送配電工学、回路シミュレーション、電
気システム設計Ⅱ、創造実験Ⅳ、卒業研究
■略歴および専門分野
浅野川中学校（石川県）出身
金沢工業大学電気工学科卒。金沢工業大学大学
院博士課程（電気電子工学）修了。平成４年本
校講師就任。平成9年助教授を経て、平成16年
教授。専門は電力工学、電気機器。「ブラシレ
ス励磁機なし同期発電機に関する研究」で学位
取得。現在、再生可能エネルギーに利用する発
電システム、地中におけるインピーダンストモ
グラフィの研究開発に従事。

■横顔
気さくな人柄である。
■趣味
釣り、作陶、陶器鑑賞

──────────────────────────────────────────────────────────────────

グローバル情報学科学科長

教授

Takeshi Fujisawa

教務副主事・教授

博士(工学)

Satoshi Fujishima

教授　Ph.D

Pauline Baird

国際理工学科学科長・教授

Omihito Matsushita

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）データベース、創造設計Ⅳ、卒業研
究、ビジネスシステム，ネットワークシステム
Ⅱａ
■略歴および専門分野
奈古中学校（富山県）出身
富山大学工学部電子工学科卒。イントラネット
やインターネット関連の業務に従事。ネットベ
ンチャー企業の執行役員や役員、独自の動画テ
クノロジーを用いた動画配信サービスをメイン
としたＷＥＢサービスの構築業務を経て、平成
23年本校准教授就任。平成26年教授。

■横顔
慎重な割には好奇心が強く色々と手を出してみたくな
る。そのせいか仕事では火中の栗を拾うことが多い気
も。
■趣味
音楽鑑賞
■近況
これからは仕事もプライベートも無理せず、そして体
にいい事を始めたい。と、赴任当初から言い続けてい
る。

藤澤　武

────────────────────────────────────────────────────────────────

松下 臣仁

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ・ⅡＢ、ブリッジイングリッシュ、
世界文学Ⅰ
■略歴および専門分野
[スコットランド]アンドルー大学文学部英文学
科卒業。[米国]セント・マイケルズ大学大学院
修士課程修了（英語を外国語とする学習者への
英語教授）。[米国]ボーリング・グリーン州立
大学大学院博士課程（英語修辞法）修了。金沢
工業大学講師。[パラオ共和国]パラオミッショ
ンアカデミー副校長。[米国]グアム大学英語教
育学部講師を経て、平成29年10月本校教授就
任。専門は英語修辞法。

■横顔
カリブ、アメリカ、パラオ、グアムなど様々な国々で
長年、教鞭をとってきた教育熱心な先生です。学ぶこ
とが大好きで幾つかの学位（英語教授法（博士、修
士）、英語（学士））を取得しています。学生達を奮
い立たせ、学生達から学ぶことを喜びとしています。
■趣味
犬との散歩、友達や家族とのおしゃべり、料理
■近況
お互いの文化を学び合う素敵な時間を過ごしましょ
う。

ポーリン・ベアード

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報ビジネス英語Ⅱ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅱ
Ａ、エンジニアリングコンテクストⅠＡ、コン
ピュータスキルズⅡＢ
■略歴および専門分野
岩出中学校（和歌山県）出身
関西外国語大学外国語学部英米語学科卒。セン
トマイケルズ大学大学院修士課程（第二言語と
しての英語教授法）修了。イリノイ工科大学大
学院修士課程（デザイン方法論）修了。平成15
年本校講師就任。平成21年准教授。平成28年教
授。専門は英語教授法（TESOL）、デザイン方
法論。

■横顔
いつも穏やかでありながら頼りがいがあります。長い
アメリカでの生活から役に立つ英語の使い方を教えて
くれます。また留学中は留学生アシスタントとして働
いていた経験から世界中に友達がいます。世界各地の
話題が授業の中で紹介されるでしょう。
■趣味
サッカー（インターハイ出場）、映画鑑賞
■近況
授業を通じて国際高専生のスクールライフを豊かに
し、共に語り合う機会を持っていきたいと思います。

■担当科目
（金沢）コンピュータⅢ・Ⅳ、電気システム設
計Ⅰ、データ通信ネットワーク、卒業研究
■略歴および専門分野
板津中学校（石川県）出身
豊橋技術科学大学知識情報工学課程卒。豊橋技
術科学大学大学院博士後期課程（機能材料工学
専攻）修了。関西学院大学博士研究員、豊橋技
術科学大学助教を経て、平成21年本校准教授就
任。2019年教授。専門は知識情報工学。「化学
構造のTFS表現による薬物構造データマイニン
グに関する研究」で学位取得。現在、データマ
イニング、知識発見、BMI/BCIに関する研究に
従事。

■横顔
老後の生活を見据えて、必要な知識を習得中。
■趣味
旅行、野球、読書
■近況
ライフワークバランスの重要性を認識し、実践してい
きたい。

藤島 悟志

ポーリン・ベアード
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准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────
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准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────

准教授

教務副主事

准教授・博士（情報科学）

創造技術教育研究副所長

准教授

学生副主事（白山麓）

准教授

准教授・博士（芸術）

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ
（金沢）アルゴリズムとデータ構造、システム
開発演習Ⅰ、コンピュータシステムⅡ
■略歴および専門分野
佐鳴台中学校（静岡県）出身
東京工業大学工学部情報工学科卒。北陸先端科
学技術大学院大学情報科学研究科情報システム
学専攻博士前期課程（情報システム学）修了。
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情
報システム学専攻博士後期課程（情報システム
学）修了。日本学術振興会特別研究員（ＤＣ
２、ＰＤ）、北陸先端科学技術大学院大学高信
頼組み込みシステム教育研究センター研究員を
経て、平成24年３月本校講師就任。平成29年准
教授。専門はシステムＬＳＩの高位合成。
「Constraint-Based Approaches and

Datapath Synthesis」で学位取得。

■横顔
北陸のどんよりとした天候が好きです。
■趣味
読書
■近況
健康でありたいと思っています。

井上 恵介

──────────────────────────────────────────────────────────────────

小髙 有普

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）デザインメソッドⅢ、創造設計Ⅲ・Ⅳ
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、エンジニアリングデザインⅡＡ・ⅡＢ、コ
ンピュータスキルズⅠＡ、ビジュアルアーツ
Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
森本中学校（石川県）出身
金沢美術工芸大学美術工芸学部産業美術学科工
業デザイン卒。企業内デザイナー、デザイン事
務所勤務後、デザイン事務所設立。金沢工業大
学非常勤講師、本校非常勤講師、金沢美術工芸
大学非常勤講師を経て、平成24年本校准教授就
任。専門は産業機械、住宅設備、公共設備など
の工業デザイン。金沢美術工芸大学大学院博士
後期課程（プロダクトデザイン）修了。『工業
系高専における『創造性』喚起のためのデザイ
ン教育導入の研究』で学位取得。

■横顔
美しい形と素材には目がない。「モノ」から伝わる
メッセージ、「コト」から始まるアクション…、日々
生活の中で感じる何かを大事にしています。
■趣味
釣り、野球、車
■近況
オンとオフはできるだけ切り離そうと努力している。
オフで体力を充電するつもりが、消耗し続けている。
体調には十分配慮したいです。

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅰ・Ⅱ、 創造実験Ⅲ
（白山麓）エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、エンジニアリングコンテクストⅠＢ・Ⅱ
Ａ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部卒。ウィスコンシ
ン州立大学大学院修士課程（工学）修了。ＥＭ
Ａオートメーティッドデザイン社勤務を経て、
平成20年10月本校助教就任。平成24年講師。平
成29年准教授。専門は電気工学。

■横顔
両親は日本人であるが、生まれも育ちもアメリカ合衆
国であり、国籍は日本とアメリカの両方を持ってい
る。全ての教育をアメリカで受けてきたので、考え方
や行動は全くアメリカ人の様であるが、時折見せる日
本的な礼儀作法や心づかいが周囲に好感をあたえてい
る。
■趣味
スポーツ、料理、旅行
■近況
金沢の街は実に日本的で、食べ物も美味しいのでとて
も気にいっています。英語で学生達と工学の学習を深
めていきたいと思います。オガワ･ハヤト

──────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）国語表現ⅠＡ・ＩＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、
文学Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
羽咋中学校（石川県）出身
金沢大学文学部文学科卒業。兵庫教育大学大学
院教科領域教育修士課程修了。加賀聖城高校教
諭。富来高校教諭。津幡高校教諭。金沢桜丘高
校教諭。鶴来高校教諭。林業に従事(５年間)を
経て、平成29年９月本校准教授就任。専門は中
世仏教説話。

■横顔
山好きが高じて、10年ほど前に白山麓へ一家転住しま
した。サルやカモシカが時々訪れる小さな家で暮らし
ています。
■趣味
焚火など
■近況
庭に植えてから５年くらい、全く枝の伸びなかった無
花果が、急に枝葉を伸ばして美味しい実をたくさんつ
けました。植物は根が伸びると急成長するみたいで
す。人も同じで、内面が充実してくると、ある日突然
変貌するのでしょう。若いときには、すぐに結果は出
なくても焦らず根を伸ばしてください。

潟辺 豊

──────────────────────────────────────────────────────────────────
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准教授

Koichi　Kodama

准教授・博士(工学)

Tetsuya Koma

進路指導副主事・准教授

Tadakazu Sakakura

准教授・工学博士

Mikiko Sode

准教授

Robert Songer

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用物理Ⅰ・Ⅱ、工学特論Ⅰ・Ⅱ、物理
化学Ⅱ・Ⅲ、線形代数Ⅱ
■略歴および専門分野
弥刀中学校（大阪府）出身
金沢大学理学部化学科卒。金沢大学大学院理学
研究科化学専攻修了。平成５～７年、平成25年
本校非常勤講師を経て、平成26年准教授就任。
専門は理論化学。

■横顔
食べることが何よりも大好き。国際高専の周りには、
美味しい店もたくさんあるので、楽しみです。
■趣味
卓球・カメラ・旅行（ドライブ）など
■近況
昨年度も、全国各地へ旅行へ行きました。年末に大河
ドラマで話題になった西郷どんの舞台になった鹿児島
へ旅行しました。そこで、西郷隆盛ゆかりの地を各所
回ってきました。今年も、自分の肥やしにあちこち回
りたいと思います。

兒玉 浩一

袖　美樹子

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報ビジネス英語Ⅱ・Ⅲ、システム開
発演習Ⅰ、ソフトウェア工学Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部ソフトウェア工学
科卒。ランゲージ・インテリジェンス社での技
術スペシャリストとしての勤務を経て、平成21
年5月本校助教就任。平成24年５月講師。平成
29年准教授。専門はソフトウェア工学。

■横顔
日本と日本文化に深い興味と敬意を持つ、さわやかな
エンジニアである。自らの名前を侶羽渡尊賀と書くほ
ど、日本に憧れをもっている。また学生時代には金沢
工業大学に夏期留学のため訪れている。
■趣味
文化探求、旅行、写真、ゲーム、先端技術
■近況
学生時代に訪問した金沢に、今度は社会人として戻っ
てこれたことがとても嬉しいです。これからも多くの
人とのつながりの大切さを学んでいきたいと思いま
す。ロバート･ソンガー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）ネットワークシステム、オペレーショ
ンズリサーチ、卒業研究
■略歴および専門分野
津幡中学校（石川県）出身
近畿大学理工学部経営工学科卒。金沢工業大学
大学院博士課程（情報工学）単位取得。金沢工
業大学助手を経て、平成15年本校講師就任。平
成21年准教授。専門は情報工学。現在、ステガ
ノグラフィなどの情報ハイディングに関する研
究に従事。

■横顔
ＩＴ関連の新しい技術がどんどん現れてきています。
制限された時間の中でそれらをどうやって勉強してい
こうか頭を悩ませています。
■趣味
ドライブ、音楽
■近況
いつもコンピュータと闘っています。

坂倉 忠和

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報数学、コンピュータシステムⅠ、
卒業研究、電磁気学Ⅰ、情報伝送工学
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報工学科卒。(株)日本電気、
(株)NECエレクトロニクス、(株)ルネサスエレ
クトロニクス勤務。早稲田大学大学院基幹理工
学研究科博士後期課程修了。平成26年金沢工業
大学准教授を経て平成29年4月本校准教授就
任。専門：グラフ理論、数理計画、半導体デバ
イス設計 論文・著書：｢Power/Ground
Networks Optimization Design Methods with
Noise Immunity｣(学位論文)。

■横顔
心のきれいな、真っすぐな人が好きです。自分に自信
を持ち信念を曲げず人生を歩んでいける人材を育てた
いと考えています。
■趣味
街を観察し、街の在り方を見て歩く事。
■近況
交通が不便な地方を自動運転等の技術で改革を起し活
性化したい。その為に、Bus StopプロジェクトやSmart
Cityプロジェクトを主催しています。一緒に活動して
くれるメンバーを募集しています。

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）機械製図演習、創造設計Ⅲ、機械設計
Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
泉中学校（石川県）出身
金沢工業大学機械工学科卒。金沢工業大学大学
院博士後期課程（高信頼ものづくり専攻）修
了。パナソニック（株）勤務を経て、平成20年
本校講師就任。専門はメカトロニクス。「ダン
ピング機能を備えたＵＬＶ用増速式リニア型発
電サスペンションの開発とその実証研究」で学
位取得。

■横顔
ねばい（あきらめの悪い）性格でカーブがなかなか投
げられない固い人間と本人は思っているが、人の意見
に左右されやすい楽天家とも言われる。
■趣味
スナップ写真、スキー
■近況
昨春に買ったズボンがまたキツくなってしまいました
…。あまり食べないようにしないといけません。今年
度もよろしくお願いいたします！

小間 徹也
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准教授

Koichi　Kodama

准教授・博士(工学)

Tetsuya Koma

進路指導副主事・准教授

Tadakazu Sakakura

准教授・工学博士

Mikiko Sode

准教授

Robert Songer

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)応用物理Ⅰ・Ⅱ、工学特論Ⅰ・Ⅱ、物理
化学Ⅱ・Ⅲ、線形代数Ⅱ
■略歴および専門分野
弥刀中学校（大阪府）出身
金沢大学理学部化学科卒。金沢大学大学院理学
研究科化学専攻修了。平成５～７年、平成25年
本校非常勤講師を経て、平成26年准教授就任。
専門は理論化学。

■横顔
食べることが何よりも大好き。国際高専の周りには、
美味しい店もたくさんあるので、楽しみです。
■趣味
卓球・カメラ・旅行（ドライブ）など
■近況
昨年度も、全国各地へ旅行へ行きました。年末に大河
ドラマで話題になった西郷どんの舞台になった鹿児島
へ旅行しました。そこで、西郷隆盛ゆかりの地を各所
回ってきました。今年も、自分の肥やしにあちこち回
りたいと思います。

兒玉 浩一

袖　美樹子

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報ビジネス英語Ⅱ・Ⅲ、システム開
発演習Ⅰ、ソフトウェア工学Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部ソフトウェア工学
科卒。ランゲージ・インテリジェンス社での技
術スペシャリストとしての勤務を経て、平成21
年5月本校助教就任。平成24年５月講師。平成
29年准教授。専門はソフトウェア工学。

■横顔
日本と日本文化に深い興味と敬意を持つ、さわやかな
エンジニアである。自らの名前を侶羽渡尊賀と書くほ
ど、日本に憧れをもっている。また学生時代には金沢
工業大学に夏期留学のため訪れている。
■趣味
文化探求、旅行、写真、ゲーム、先端技術
■近況
学生時代に訪問した金沢に、今度は社会人として戻っ
てこれたことがとても嬉しいです。これからも多くの
人とのつながりの大切さを学んでいきたいと思いま
す。ロバート･ソンガー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）ネットワークシステム、オペレーショ
ンズリサーチ、卒業研究
■略歴および専門分野
津幡中学校（石川県）出身
近畿大学理工学部経営工学科卒。金沢工業大学
大学院博士課程（情報工学）単位取得。金沢工
業大学助手を経て、平成15年本校講師就任。平
成21年准教授。専門は情報工学。現在、ステガ
ノグラフィなどの情報ハイディングに関する研
究に従事。

■横顔
ＩＴ関連の新しい技術がどんどん現れてきています。
制限された時間の中でそれらをどうやって勉強してい
こうか頭を悩ませています。
■趣味
ドライブ、音楽
■近況
いつもコンピュータと闘っています。

坂倉 忠和

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）情報数学、コンピュータシステムⅠ、
卒業研究、電磁気学Ⅰ、情報伝送工学
■略歴および専門分野
野々市中学校（石川県）出身
金沢工業大学情報工学科卒。(株)日本電気、
(株)NECエレクトロニクス、(株)ルネサスエレ
クトロニクス勤務。早稲田大学大学院基幹理工
学研究科博士後期課程修了。平成26年金沢工業
大学准教授を経て平成29年4月本校准教授就
任。専門：グラフ理論、数理計画、半導体デバ
イス設計 論文・著書：｢Power/Ground
Networks Optimization Design Methods with
Noise Immunity｣(学位論文)。

■横顔
心のきれいな、真っすぐな人が好きです。自分に自信
を持ち信念を曲げず人生を歩んでいける人材を育てた
いと考えています。
■趣味
街を観察し、街の在り方を見て歩く事。
■近況
交通が不便な地方を自動運転等の技術で改革を起し活
性化したい。その為に、Bus StopプロジェクトやSmart
Cityプロジェクトを主催しています。一緒に活動して
くれるメンバーを募集しています。

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）機械製図演習、創造設計Ⅲ、機械設計
Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
泉中学校（石川県）出身
金沢工業大学機械工学科卒。金沢工業大学大学
院博士後期課程（高信頼ものづくり専攻）修
了。パナソニック（株）勤務を経て、平成20年
本校講師就任。専門はメカトロニクス。「ダン
ピング機能を備えたＵＬＶ用増速式リニア型発
電サスペンションの開発とその実証研究」で学
位取得。

■横顔
ねばい（あきらめの悪い）性格でカーブがなかなか投
げられない固い人間と本人は思っているが、人の意見
に左右されやすい楽天家とも言われる。
■趣味
スナップ写真、スキー
■近況
昨春に買ったズボンがまたキツくなってしまいました
…。あまり食べないようにしないといけません。今年
度もよろしくお願いいたします！

小間 徹也
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講師

講師

Haryanti Adzman

講師

Keith Ikoma

講師・博士(工学）

Taisei Ise

講師

Fumi Kuroda

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅱ、情報・
ビジネス英語Ⅰ
■略歴および専門分野
トンプソンリバーズ大学卒業。トリニティ・ウ
エスタン大学修士課程修了（キリスト教学）。
専門はカナダ文学。キリスト教学。秋田県立秋
田工業高等学校等にてALTとして５年間の勤務
を経て、平成30年10月本校講師就任。

■横顔
出身はカナダのバンクーバーです。名前からおわかり
ですが日系カナダ人です。祖父母が日本からカナダに
移住したという家族のもとで育ち、幼い頃から日本の
文化、食べものに興味をもちました。大好きな日本の
食べものは焼いたおもちです。秋田県で５年間英語を
教え、今金沢での新たなる生活に胸をときめかしてい
ます。金沢の歴史、文化、そして食べものも学びたい
と思います。
■趣味
旅行、読書、外国語
■近況
10月に秋田から引っ越して、新天地の石川県を探検し
たいです。日本では３７県に行ったので残りの県にも
行きたいです。最近、生涯学習のために日本語や教育
についての本を読んでいます。教育は人間関係だと思
います。

キース・イコマ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）創造実験Ⅲ・Ⅳ、デジタル回路、上級
英語Ⅰ、回路シミュレーション
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部テレコミニュケー
ション工学科卒業。モトローラマレーシア、ベ
ティアンドウルフデザイン社勤務を経て平成27
年10月本校講師就任。専門は電気電子工学。

■横顔
モトローラ研究開発所において、iDEN（携帯電話）お
よびPCR (２-Wayラジオ)の設計不具合対応をしていま
した。そこでの４年間で、無線周波数について多くの
ことを学びました。その後建築デザインの世界に飛び
込みましたが、この２つの分野には共通点があったた
め、仕事に慣れるのに時間はかかりませんでした。今
回の教育分野での第一歩も、同様にスムーズにいくこ
とを願っています。
■趣味
旅行、外国映画鑑賞、ソーイング
■近況
マレーシア人の私は、冬に雨や雪が少ないことを願っ
ています。また教師として、実りある一年にしたいと
思っています。

ハリアンティ・アズマン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)機械工学演習Ⅰ、数値計算演習
(白山麓)エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
福岡中学校（富山県）出身
石川工業高等専門学校機械工学科卒。金沢大学
大学院博士後期課程（システム創成科学専攻）
修了。能登の超硬合金メーカーにて品質保証・
研究開発業務を経て、平成26年本学講師就任。
専門はセンサ工学。学生時代は路面の摩擦係数
を測定するタイヤ用センサに関する研究に従
事。

■横顔
何事にも首を突っ込みたがる性格です。勉強・研究や
進路相談、恋愛相談など、何でも気軽に声をかけて下
さい。
■趣味
ボードゲーム、電子工作、木工工作、マラソン
■近況
認知度はイマイチですが、ボードゲーム（ドイツゲー
ム）はコミュニケーションを楽しめ、絆を深められる
素晴しいツールです。たまにはアナログな遊びもいい
ですよ。

伊勢 大成

────────────────────────────────────────────────────────────────

黒田　譜美

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）国語Ⅲ・Ⅳ
■略歴および専門分野
南ヶ丘中学校（岐阜県多治見市）出身
金沢大学文学部文学科卒。金沢大学文学研究科
博士前期課程修了。平成27年度本校講師就任。
専門は中国文学。主に中国南方の地方劇、語り
物の研究に従事。

■横顔
学生のときオーケストラでヴァイオリンを弾いていま
した。音楽は聴くのも演奏するのも好きです。
■趣味
読書、音楽鑑賞
■近況
教壇に立つにあたって、よき表現者でありたいと思う
一方、皆さんの表現を受けとれる、よき聞き手、よき
読み手でありたいと思っています。若者言葉について
いけないこともありますが、皆さんとの交流を通じて
新しい知識を得られることを楽しみにしています。

講師

Hitomi Sakai

講師　

Ali Jumaah

講師

Tan Kah Keng

講師

Jenny Chio

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ、
英語討議技法
■略歴および専門分野
モーセル大学（モーセル、イラク）教育学部英
語学科卒業。セントマイケルズ大学大学院修士
課程修了。イラク国内にてアメリカ政府の通訳
者勤務を経て、平成27年７月本校講師就任。専
門は、英語教授法、TESOL。

■横顔
故郷イラクはチグリスとユーフラテスの河にはさまれ
たメソポタミア文明の発祥地である。学生時代は英語
を学ぶ事もだんだんと厳しくなった頃であったが、一
生懸命英語を学んだ努力家である。イラクの歴史、文
化、そして文学などを日本の学生達にも是非とも知っ
てもらいたいと思っている。
■趣味
サッカー、ランニング、新しい言語を学ぶこと
■近況
国際高専で働いていることを大変嬉しく思っていま
す。今年もまた、皆さんと素晴らしい１年を過ごすこ
とを楽しみにしています。アリ・ジュマ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)機械製図演習、エンジニアリングマネジ
メント、機械工学実験Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
金沢工業大学工学部機械工学科卒。金沢工業大
学工学研究科機械工学専攻修了。製品の寿命な
どを評価する試験機器専門メーカーでの勤務を
経て、平成25年本校講師就任。

■趣味
料理、ドライブ
■近況
運動不足の解消についてのんびり考えています。まず
は教室へ向かう階段の上り下りから…頑張ります。

坂井 仁美

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＡ、エンジ
ニアリングデザインⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
南洋人文アカデミー卒業。ニューサウスウェー
ルズ大学大学院修士課程修了（デザインマネー
ジメント及び教育）。シンガポールポリテクニ
クインターナショナル、ネルスンマルボロ工学
大学、シンガポールファニチャー工業協会を経
て平成30年4月本校講師就任。専門はデザイン
マネージメント及び教育。

■横顔
シンガポール、ニュージーランドでデザイン思考の指
導にあたっていた。また本校学生も参加しているラー
ニングエクスプレスの代表指導者も経験している。
■趣味
写真、登山、マウンテンバイク、水泳
■近況
白山という有名な山の写真を撮ったり、山歩きなどす
ることを楽しみにしています。１年中夏のシンガポー
ルと違い、四季のある日本の生活を経験できることを
うれしく思っています。

カー・ケン・タン

────────────────────────────────────────────────────────────────

ジェニー・チュー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）上級英語Ⅰ・ Ⅱ、 英語総合技能Ａ・
Ｂ
■略歴および専門分野
ブリガムヤング大学（アイダホ州レックスバー
グ）卒業（英語教育専攻）。サンフランシスコ
州立大学大学院修士課程修了（TESOL専攻）。
平成27年8月本校講師就任。専門はTESOL（他言
語話者のための英語教育法）。

■横顔
生まれも育ちもカリフォルニア州サンフランシスコで
ある。両親はアメリカへ移民して来たので、新しい言
語を学ぶことの難しさを知っているが、彼女は新しい
言語を学ぶことは楽しいと考える。だから彼女は学生
達とその楽しさを共有することを望んでいる。彼女は
のんきではあるが、勤勉である。学生達はクラスで一
生懸命勉強し、たくさん楽しむでしょう。
■趣味
読書、音楽鑑賞、ボランティア活動、新しいことに挑
戦すること
■近況
英語は難しいですが、全力で学生のみなさんが学ぶこ
との助けをしたいと思っています。みなさんと一緒に
学ぶ、楽しい時間を過ごすことを楽しみにしていま
す。一緒に全力を尽くしましょう。

ハリアンティ・アズマン

キース・イコマ
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講師

講師

Haryanti Adzman

講師

Keith Ikoma

講師・博士(工学）

Taisei Ise

講師

Fumi Kuroda

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅱ、情報・
ビジネス英語Ⅰ
■略歴および専門分野
トンプソンリバーズ大学卒業。トリニティ・ウ
エスタン大学修士課程修了（キリスト教学）。
専門はカナダ文学。キリスト教学。秋田県立秋
田工業高等学校等にてALTとして５年間の勤務
を経て、平成30年10月本校講師就任。

■横顔
出身はカナダのバンクーバーです。名前からおわかり
ですが日系カナダ人です。祖父母が日本からカナダに
移住したという家族のもとで育ち、幼い頃から日本の
文化、食べものに興味をもちました。大好きな日本の
食べものは焼いたおもちです。秋田県で５年間英語を
教え、今金沢での新たなる生活に胸をときめかしてい
ます。金沢の歴史、文化、そして食べものも学びたい
と思います。
■趣味
旅行、読書、外国語
■近況
10月に秋田から引っ越して、新天地の石川県を探検し
たいです。日本では３７県に行ったので残りの県にも
行きたいです。最近、生涯学習のために日本語や教育
についての本を読んでいます。教育は人間関係だと思
います。

キース・イコマ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）創造実験Ⅲ・Ⅳ、デジタル回路、上級
英語Ⅰ、回路シミュレーション
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学工学部テレコミニュケー
ション工学科卒業。モトローラマレーシア、ベ
ティアンドウルフデザイン社勤務を経て平成27
年10月本校講師就任。専門は電気電子工学。

■横顔
モトローラ研究開発所において、iDEN（携帯電話）お
よびPCR (２-Wayラジオ)の設計不具合対応をしていま
した。そこでの４年間で、無線周波数について多くの
ことを学びました。その後建築デザインの世界に飛び
込みましたが、この２つの分野には共通点があったた
め、仕事に慣れるのに時間はかかりませんでした。今
回の教育分野での第一歩も、同様にスムーズにいくこ
とを願っています。
■趣味
旅行、外国映画鑑賞、ソーイング
■近況
マレーシア人の私は、冬に雨や雪が少ないことを願っ
ています。また教師として、実りある一年にしたいと
思っています。

ハリアンティ・アズマン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)機械工学演習Ⅰ、数値計算演習
(白山麓)エンジニアリングデザインⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
福岡中学校（富山県）出身
石川工業高等専門学校機械工学科卒。金沢大学
大学院博士後期課程（システム創成科学専攻）
修了。能登の超硬合金メーカーにて品質保証・
研究開発業務を経て、平成26年本学講師就任。
専門はセンサ工学。学生時代は路面の摩擦係数
を測定するタイヤ用センサに関する研究に従
事。

■横顔
何事にも首を突っ込みたがる性格です。勉強・研究や
進路相談、恋愛相談など、何でも気軽に声をかけて下
さい。
■趣味
ボードゲーム、電子工作、木工工作、マラソン
■近況
認知度はイマイチですが、ボードゲーム（ドイツゲー
ム）はコミュニケーションを楽しめ、絆を深められる
素晴しいツールです。たまにはアナログな遊びもいい
ですよ。

伊勢 大成

────────────────────────────────────────────────────────────────

黒田　譜美

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）国語Ⅲ・Ⅳ
■略歴および専門分野
南ヶ丘中学校（岐阜県多治見市）出身
金沢大学文学部文学科卒。金沢大学文学研究科
博士前期課程修了。平成27年度本校講師就任。
専門は中国文学。主に中国南方の地方劇、語り
物の研究に従事。

■横顔
学生のときオーケストラでヴァイオリンを弾いていま
した。音楽は聴くのも演奏するのも好きです。
■趣味
読書、音楽鑑賞
■近況
教壇に立つにあたって、よき表現者でありたいと思う
一方、皆さんの表現を受けとれる、よき聞き手、よき
読み手でありたいと思っています。若者言葉について
いけないこともありますが、皆さんとの交流を通じて
新しい知識を得られることを楽しみにしています。

講師

Hitomi Sakai

講師　

Ali Jumaah

講師

Tan Kah Keng

講師

Jenny Chio

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ、
英語討議技法
■略歴および専門分野
モーセル大学（モーセル、イラク）教育学部英
語学科卒業。セントマイケルズ大学大学院修士
課程修了。イラク国内にてアメリカ政府の通訳
者勤務を経て、平成27年７月本校講師就任。専
門は、英語教授法、TESOL。

■横顔
故郷イラクはチグリスとユーフラテスの河にはさまれ
たメソポタミア文明の発祥地である。学生時代は英語
を学ぶ事もだんだんと厳しくなった頃であったが、一
生懸命英語を学んだ努力家である。イラクの歴史、文
化、そして文学などを日本の学生達にも是非とも知っ
てもらいたいと思っている。
■趣味
サッカー、ランニング、新しい言語を学ぶこと
■近況
国際高専で働いていることを大変嬉しく思っていま
す。今年もまた、皆さんと素晴らしい１年を過ごすこ
とを楽しみにしています。アリ・ジュマ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)機械製図演習、エンジニアリングマネジ
メント、機械工学実験Ⅱ、卒業研究
■略歴および専門分野
金沢工業大学工学部機械工学科卒。金沢工業大
学工学研究科機械工学専攻修了。製品の寿命な
どを評価する試験機器専門メーカーでの勤務を
経て、平成25年本校講師就任。

■趣味
料理、ドライブ
■近況
運動不足の解消についてのんびり考えています。まず
は教室へ向かう階段の上り下りから…頑張ります。

坂井 仁美

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）コンピュータスキルズⅠＡ、エンジ
ニアリングデザインⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
南洋人文アカデミー卒業。ニューサウスウェー
ルズ大学大学院修士課程修了（デザインマネー
ジメント及び教育）。シンガポールポリテクニ
クインターナショナル、ネルスンマルボロ工学
大学、シンガポールファニチャー工業協会を経
て平成30年4月本校講師就任。専門はデザイン
マネージメント及び教育。

■横顔
シンガポール、ニュージーランドでデザイン思考の指
導にあたっていた。また本校学生も参加しているラー
ニングエクスプレスの代表指導者も経験している。
■趣味
写真、登山、マウンテンバイク、水泳
■近況
白山という有名な山の写真を撮ったり、山歩きなどす
ることを楽しみにしています。１年中夏のシンガポー
ルと違い、四季のある日本の生活を経験できることを
うれしく思っています。

カー・ケン・タン

────────────────────────────────────────────────────────────────

ジェニー・チュー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）上級英語Ⅰ・ Ⅱ、 英語総合技能Ａ・
Ｂ
■略歴および専門分野
ブリガムヤング大学（アイダホ州レックスバー
グ）卒業（英語教育専攻）。サンフランシスコ
州立大学大学院修士課程修了（TESOL専攻）。
平成27年8月本校講師就任。専門はTESOL（他言
語話者のための英語教育法）。

■横顔
生まれも育ちもカリフォルニア州サンフランシスコで
ある。両親はアメリカへ移民して来たので、新しい言
語を学ぶことの難しさを知っているが、彼女は新しい
言語を学ぶことは楽しいと考える。だから彼女は学生
達とその楽しさを共有することを望んでいる。彼女は
のんきではあるが、勤勉である。学生達はクラスで一
生懸命勉強し、たくさん楽しむでしょう。
■趣味
読書、音楽鑑賞、ボランティア活動、新しいことに挑
戦すること
■近況
英語は難しいですが、全力で学生のみなさんが学ぶこ
との助けをしたいと思っています。みなさんと一緒に
学ぶ、楽しい時間を過ごすことを楽しみにしていま
す。一緒に全力を尽くしましょう。
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講師　

Akihiro Tsuda

講師

James Taylor

講師

Edward Basquill Jr.

講師

Hazwan Halim

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語表現ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ、エンジニアリングコンテクストⅡＢ
■略歴および専門分野
リーズ大学人文学科卒。リーズ大学大学院修士
課程（他言語話者に対する英語教授）修了。黄
石理工学院および大連ノイソフト情報大学を経
て平成28年4月本校講師就任。

■横顔
中国の工科系大学で英語を教えた経験もあります。日
本の高専で若い未来のエンジニアとともに学んでいき
たいと張り切っています。今、日本語の勉強にも力を
入れています。イギリスのケント出身である。国際高
専で初めてのイギリス人英語教員であり学生は彼のク
イーンズイングリッシュを経験することができるだろ
う。
■趣味
ラグビーリーグ、クリケット、サッカー観戦、バトミ
ントン、読書、料理、旅行
■近況
高専という日本の優れた教育機関で英語を教えること
に喜びを感じています。英語と理工系科目を融合させ
た新たなる授業を進めたいと思います。

ジェームス・テイラー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(白山麓)リーディングライティングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ・ブリッジイングリッシュ
■略歴および専門分野
名古屋大学教育学部附属中学校（愛知県）出身
玉川大学文学部比較文化学科卒。セントマイケ
ルズ大学大学院修士課程（第二言語としての英
語教授法）修了。平成26年9月本校講師就任。

■横顔
アメリカでの学生時代は世界中からの留学生を支援す
るスチューデントアシスタントとして仕事もしまし
た。そのやさしさと真面目さから、たくさんの留学生
から信頼され慕われました。清潔感にあふれた津田先
生は様々な点でロールモデルとなることだろう。
■趣味
読書、旅行、映画鑑賞、ドライブ、音楽、バスケット
ボール観戦
■近況
留学中はアメリカのバーモント州という極寒の地で暮
らし、また雪の多い金沢という新天地での生活を送り
始めました。金沢・石川のいろいろな顔を見てみたい
のでぜひ教えてください。

津田　明洋

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ・ⅡＢ、歴史文学ⅠＡ・ⅠＢ
■略歴および専門分野
[米国]ニューヘブンサザンコネチカット州立大
学卒業（歴史学）。同州立大学大学院修士課程
修了（初等教育）。[米国]セント・マイケルズ
大学大学院修士課程修了（英語教授法）。韓国
アバロン英語学校講師。広島県でALTとして英
語を教授。中国広州市シアンジアン中学校で世
界史教員を経て、平成29年10月本校講師就任。

■横顔
特技はウクレレです。背中にウクレレを背負って、颯
爽とキャンパスを歩く姿は独特なものがある。授業で
きっとその腕前を見せてくれるでしょう。いつでも声
をかけると、にこやかに返してくれる先生です。もう
一つの特技は、お菓子作りやパンを焼くことです。同
僚の先生方からも、その味は太鼓判を押されていま
す。
■趣味
読書、ファンタジー小説を書くこと、ビデオゲーム、
カポエイラ（ブラジルで行われる男性の舞踏）、ベー
キング、ロッククライミング
■近況
共に学び、楽しい１年にしましょう。

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ﾊﾞｽｸｪﾙ・Jr．

────────────────────────────────────────────────────────────────

ハズワン・ハリム

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）物理ⅡＡ、エンジニアリングコンテ
クストⅡＡ
（金沢）創造実験Ⅳ、 デジタル回路、工学英
語Ⅱ
■略歴および専門分野
[マレーシア]マラ工科大学工学部電気工学科卒
業。マラ工科大学大学院修士課程修了（電気工
学）。[マレーシア]セギ大学講師を経て、平成
29年10月本校講師就任。

■横顔
Born and raised in Malaysia, it is a country with
only one season; hot and humid throughout the
year. I have been teaching in several
universities and being able to do it in Japan is
like a dream come true. As Japan is one of our
country role models, I want to experience it by
myself. There is a lot of things I want to learn
especially Japanese culture. struggle with
English as a second language, now I have Japanese
to be learned as my third language. I will do my
absolute best for it.
■趣味
Traveling and riding motorcycle
■近況
Last year was a wonderful year with a lot of new
experience. With the new course this year, I am
expecting more challenging yet interesting
experience.

講師

Justin Han

講師

Maesa Poolshup

講師

Nagwa Fekri Rashed

講師

Chun Feng Lin

ﾒｲｻ・ﾌﾟｰﾙｼｬｯﾌﾟ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)工業力学I、工業英語Ⅰ、材料力学Ⅰ
(OP)、メカトロニクスⅡ、機械材料Ⅱ
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学機械工学科卒。平成24
年9月本校助教就任。2019年講師。専門はロボ
ティクス工学。

■横顔
一見すると日本人だと思われますが、実際はニュー
ヨークで生まれ育った中国系アメリカ人です。長い間
日本に興味があり、大学で日本について勉強しまし
た。日本で若者を教え、交流できる事にワクワクして
います。平成22年のＫＩＴサマープログラムで金沢に
来て、とても気に入ったので戻って来ました。
■趣味
ロボット、アニメ・漫画、新しい物を試すこと
■近況
前回の滞在時、日本について人や本などからたくさん
学びました。今回もっといろいろなことを知るのを楽
しみにしています。ジャスティン･ハン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
[台湾]文化大学経済学部法律学科卒業。[米国]
セント・マイケルズ大学大学院修士課程修了
（英語教授法）。[台湾・桃園市]中原大学。
[台湾・新竹市]国立清華大学。[台湾・台北市]
淡江大学での英語講師を経て、平成29年10月本
校講師就任。

■横顔
出身は台湾です。台湾の大学で英語を教えていました
が、ここ金沢では、ちょっと若い学生と接することに
なりました。授業運営や教材作りで新たな挑戦と楽し
みにきました。台湾はグルメ国であるため、様々なお
いしい食べ物を知っています。台湾グルメも紹介した
いと思っています。
■趣味
水泳、テニス観戦、韓国映画
■近況
英語は皆さんが考えているほど難しくはありません。
みなさんが英語を受け入れ、英語の映画を観たり、英
語の本を読んだり、英語の音楽を聞いたり、英語の環
境に身を置こうとすれば大丈夫です。私が学んできた
ように皆さんにも学んで欲しいと思います。皆さん達
と勉強することを楽しみにしています。

ﾁｭﾝﾌｪﾝ・ﾘﾝ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ミニア大学理学部卒（エジプト）。ミニア大学
大学院修士課程（化学工学）修了。ダージャ
ナ・インターナショナルスクール（サウジアラ
ビア）及びセイハネットワーク株式会社（英会
話講師）を経て、平成27年10月本学講師就任。

■横顔
文明の発祥地であり、日本と気候、文化も大きく違う
エジプトの出身である。日本の文化、人々、教育等エ
ジプトとの違いに強い興味を持ち日本への理解と愛情
を深めている。高専生にはぜひともエジプトに興味を
もってもらいたいと願っています。様々な場面でエジ
プトのお話しをしたいと思います。
■趣味
読書、旅行、インターネット、屋外スポーツ
■近況
日本に住んでいるうちにいつの間にか日本を第二の故
郷と感じるようになりました。化学の授業を通して、
学生たちの輝かしい未来のためにささやかながらでも
貢献したいと思います。

ナグワ・ラシィド

■担当科目
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、コンピュータスキルズⅡＡ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学情報学部卒業。ロチェス
ター工科大学大学院修士課程修了（インフォ
メーションテクノロジー）。エピックシステム
ズ、ＩＢＭ勤務を経て平成30年4月本校講師就
任。専門はインフォメーションテクノロジー。

■横顔
生まれはアメリカ合衆国でタイ王国にルーツがありま
す。情報のスペシャリストとしてＩＢＭなど米国の大
企業で仕事をしてきた。タイ、アメリカの文化を吸収
しているのでこれからは日本文化を学んでいきたい。
■趣味
旅行、ハイキング
■近況
企業での経験を国際高専での教育に大いに活かしてい
くことを楽しみにしている。学生達と共にイノベー
ションをおこす環境を作っていきたいと思っている。

講師

Justin Han

講師

Maesa Poolshup

講師

Nagwa Fekri Rashed

講師

Chun Feng Lin

ﾒｲｻ・ﾌﾟｰﾙｼｬｯﾌﾟ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)工業力学I、工業英語Ⅰ、材料力学Ⅰ
(OP)、メカトロニクスⅡ、機械材料Ⅱ
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学機械工学科卒。平成24
年9月本校助教就任。2019年講師。専門はロボ
ティクス工学。

■横顔
一見すると日本人だと思われますが、実際はニュー
ヨークで生まれ育った中国系アメリカ人です。長い間
日本に興味があり、大学で日本について勉強しまし
た。日本で若者を教え、交流できる事にワクワクして
います。平成22年のＫＩＴサマープログラムで金沢に
来て、とても気に入ったので戻って来ました。
■趣味
ロボット、アニメ・漫画、新しい物を試すこと
■近況
前回の滞在時、日本について人や本などからたくさん
学びました。今回もっといろいろなことを知るのを楽
しみにしています。ジャスティン･ハン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
[台湾]文化大学経済学部法律学科卒業。[米国]
セント・マイケルズ大学大学院修士課程修了
（英語教授法）。[台湾・桃園市]中原大学。
[台湾・新竹市]国立清華大学。[台湾・台北市]
淡江大学での英語講師を経て、平成29年10月本
校講師就任。

■横顔
出身は台湾です。台湾の大学で英語を教えていました
が、ここ金沢では、ちょっと若い学生と接することに
なりました。授業運営や教材作りで新たな挑戦と楽し
みにきました。台湾はグルメ国であるため、様々なお
いしい食べ物を知っています。台湾グルメも紹介した
いと思っています。
■趣味
水泳、テニス観戦、韓国映画
■近況
英語は皆さんが考えているほど難しくはありません。
みなさんが英語を受け入れ、英語の映画を観たり、英
語の本を読んだり、英語の音楽を聞いたり、英語の環
境に身を置こうとすれば大丈夫です。私が学んできた
ように皆さんにも学んで欲しいと思います。皆さん達
と勉強することを楽しみにしています。

ﾁｭﾝﾌｪﾝ・ﾘﾝ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ミニア大学理学部卒（エジプト）。ミニア大学
大学院修士課程（化学工学）修了。ダージャ
ナ・インターナショナルスクール（サウジアラ
ビア）及びセイハネットワーク株式会社（英会
話講師）を経て、平成27年10月本学講師就任。

■横顔
文明の発祥地であり、日本と気候、文化も大きく違う
エジプトの出身である。日本の文化、人々、教育等エ
ジプトとの違いに強い興味を持ち日本への理解と愛情
を深めている。高専生にはぜひともエジプトに興味を
もってもらいたいと願っています。様々な場面でエジ
プトのお話しをしたいと思います。
■趣味
読書、旅行、インターネット、屋外スポーツ
■近況
日本に住んでいるうちにいつの間にか日本を第二の故
郷と感じるようになりました。化学の授業を通して、
学生たちの輝かしい未来のためにささやかながらでも
貢献したいと思います。

ナグワ・ラシィド

■担当科目
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、コンピュータスキルズⅡＡ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学情報学部卒業。ロチェス
ター工科大学大学院修士課程修了（インフォ
メーションテクノロジー）。エピックシステム
ズ、ＩＢＭ勤務を経て平成30年4月本校講師就
任。専門はインフォメーションテクノロジー。

■横顔
生まれはアメリカ合衆国でタイ王国にルーツがありま
す。情報のスペシャリストとしてＩＢＭなど米国の大
企業で仕事をしてきた。タイ、アメリカの文化を吸収
しているのでこれからは日本文化を学んでいきたい。
■趣味
旅行、ハイキング
■近況
企業での経験を国際高専での教育に大いに活かしてい
くことを楽しみにしている。学生達と共にイノベー
ションをおこす環境を作っていきたいと思っている。

エドワード・バスクェル・Jｒ.

ジェームス・テイラー
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講師　

Akihiro Tsuda

講師

James Taylor

講師

Edward Basquill Jr.

講師

Hazwan Halim

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ、英語表現ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・
ⅡＢ、エンジニアリングコンテクストⅡＢ
■略歴および専門分野
リーズ大学人文学科卒。リーズ大学大学院修士
課程（他言語話者に対する英語教授）修了。黄
石理工学院および大連ノイソフト情報大学を経
て平成28年4月本校講師就任。

■横顔
中国の工科系大学で英語を教えた経験もあります。日
本の高専で若い未来のエンジニアとともに学んでいき
たいと張り切っています。今、日本語の勉強にも力を
入れています。イギリスのケント出身である。国際高
専で初めてのイギリス人英語教員であり学生は彼のク
イーンズイングリッシュを経験することができるだろ
う。
■趣味
ラグビーリーグ、クリケット、サッカー観戦、バトミ
ントン、読書、料理、旅行
■近況
高専という日本の優れた教育機関で英語を教えること
に喜びを感じています。英語と理工系科目を融合させ
た新たなる授業を進めたいと思います。

ジェームス・テイラー

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(白山麓)リーディングライティングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ・ⅡＡ・ⅡＢ・ブリッジイングリッシュ
■略歴および専門分野
名古屋大学教育学部附属中学校（愛知県）出身
玉川大学文学部比較文化学科卒。セントマイケ
ルズ大学大学院修士課程（第二言語としての英
語教授法）修了。平成26年9月本校講師就任。

■横顔
アメリカでの学生時代は世界中からの留学生を支援す
るスチューデントアシスタントとして仕事もしまし
た。そのやさしさと真面目さから、たくさんの留学生
から信頼され慕われました。清潔感にあふれた津田先
生は様々な点でロールモデルとなることだろう。
■趣味
読書、旅行、映画鑑賞、ドライブ、音楽、バスケット
ボール観戦
■近況
留学中はアメリカのバーモント州という極寒の地で暮
らし、また雪の多い金沢という新天地での生活を送り
始めました。金沢・石川のいろいろな顔を見てみたい
のでぜひ教えてください。

津田　明洋

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）リスニング・スピーキングⅠＡ・Ⅰ
Ｂ、ⅡＡ・ⅡＢ、歴史文学ⅠＡ・ⅠＢ
■略歴および専門分野
[米国]ニューヘブンサザンコネチカット州立大
学卒業（歴史学）。同州立大学大学院修士課程
修了（初等教育）。[米国]セント・マイケルズ
大学大学院修士課程修了（英語教授法）。韓国
アバロン英語学校講師。広島県でALTとして英
語を教授。中国広州市シアンジアン中学校で世
界史教員を経て、平成29年10月本校講師就任。

■横顔
特技はウクレレです。背中にウクレレを背負って、颯
爽とキャンパスを歩く姿は独特なものがある。授業で
きっとその腕前を見せてくれるでしょう。いつでも声
をかけると、にこやかに返してくれる先生です。もう
一つの特技は、お菓子作りやパンを焼くことです。同
僚の先生方からも、その味は太鼓判を押されていま
す。
■趣味
読書、ファンタジー小説を書くこと、ビデオゲーム、
カポエイラ（ブラジルで行われる男性の舞踏）、ベー
キング、ロッククライミング
■近況
共に学び、楽しい１年にしましょう。

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ﾊﾞｽｸｪﾙ・Jr．

────────────────────────────────────────────────────────────────

ハズワン・ハリム

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）物理ⅡＡ、エンジニアリングコンテ
クストⅡＡ
（金沢）創造実験Ⅳ、 デジタル回路、工学英
語Ⅱ
■略歴および専門分野
[マレーシア]マラ工科大学工学部電気工学科卒
業。マラ工科大学大学院修士課程修了（電気工
学）。[マレーシア]セギ大学講師を経て、平成
29年10月本校講師就任。

■横顔
Born and raised in Malaysia, it is a country with
only one season; hot and humid throughout the
year. I have been teaching in several
universities and being able to do it in Japan is
like a dream come true. As Japan is one of our
country role models, I want to experience it by
myself. There is a lot of things I want to learn
especially Japanese culture. struggle with
English as a second language, now I have Japanese
to be learned as my third language. I will do my
absolute best for it.
■趣味
Traveling and riding motorcycle
■近況
Last year was a wonderful year with a lot of new
experience. With the new course this year, I am
expecting more challenging yet interesting
experience.

講師

Justin Han

講師

Maesa Poolshup

講師

Nagwa Fekri Rashed

講師

Chun Feng Lin

ﾒｲｻ・ﾌﾟｰﾙｼｬｯﾌﾟ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)工業力学I、工業英語Ⅰ、材料力学Ⅰ
(OP)、メカトロニクスⅡ、機械材料Ⅱ
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学機械工学科卒。平成24
年9月本校助教就任。2019年講師。専門はロボ
ティクス工学。

■横顔
一見すると日本人だと思われますが、実際はニュー
ヨークで生まれ育った中国系アメリカ人です。長い間
日本に興味があり、大学で日本について勉強しまし
た。日本で若者を教え、交流できる事にワクワクして
います。平成22年のＫＩＴサマープログラムで金沢に
来て、とても気に入ったので戻って来ました。
■趣味
ロボット、アニメ・漫画、新しい物を試すこと
■近況
前回の滞在時、日本について人や本などからたくさん
学びました。今回もっといろいろなことを知るのを楽
しみにしています。ジャスティン･ハン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
[台湾]文化大学経済学部法律学科卒業。[米国]
セント・マイケルズ大学大学院修士課程修了
（英語教授法）。[台湾・桃園市]中原大学。
[台湾・新竹市]国立清華大学。[台湾・台北市]
淡江大学での英語講師を経て、平成29年10月本
校講師就任。

■横顔
出身は台湾です。台湾の大学で英語を教えていました
が、ここ金沢では、ちょっと若い学生と接することに
なりました。授業運営や教材作りで新たな挑戦と楽し
みにきました。台湾はグルメ国であるため、様々なお
いしい食べ物を知っています。台湾グルメも紹介した
いと思っています。
■趣味
水泳、テニス観戦、韓国映画
■近況
英語は皆さんが考えているほど難しくはありません。
みなさんが英語を受け入れ、英語の映画を観たり、英
語の本を読んだり、英語の音楽を聞いたり、英語の環
境に身を置こうとすれば大丈夫です。私が学んできた
ように皆さんにも学んで欲しいと思います。皆さん達
と勉強することを楽しみにしています。

ﾁｭﾝﾌｪﾝ・ﾘﾝ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ミニア大学理学部卒（エジプト）。ミニア大学
大学院修士課程（化学工学）修了。ダージャ
ナ・インターナショナルスクール（サウジアラ
ビア）及びセイハネットワーク株式会社（英会
話講師）を経て、平成27年10月本学講師就任。

■横顔
文明の発祥地であり、日本と気候、文化も大きく違う
エジプトの出身である。日本の文化、人々、教育等エ
ジプトとの違いに強い興味を持ち日本への理解と愛情
を深めている。高専生にはぜひともエジプトに興味を
もってもらいたいと願っています。様々な場面でエジ
プトのお話しをしたいと思います。
■趣味
読書、旅行、インターネット、屋外スポーツ
■近況
日本に住んでいるうちにいつの間にか日本を第二の故
郷と感じるようになりました。化学の授業を通して、
学生たちの輝かしい未来のためにささやかながらでも
貢献したいと思います。

ナグワ・ラシィド

■担当科目
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、コンピュータスキルズⅡＡ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学情報学部卒業。ロチェス
ター工科大学大学院修士課程修了（インフォ
メーションテクノロジー）。エピックシステム
ズ、ＩＢＭ勤務を経て平成30年4月本校講師就
任。専門はインフォメーションテクノロジー。

■横顔
生まれはアメリカ合衆国でタイ王国にルーツがありま
す。情報のスペシャリストとしてＩＢＭなど米国の大
企業で仕事をしてきた。タイ、アメリカの文化を吸収
しているのでこれからは日本文化を学んでいきたい。
■趣味
旅行、ハイキング
■近況
企業での経験を国際高専での教育に大いに活かしてい
くことを楽しみにしている。学生達と共にイノベー
ションをおこす環境を作っていきたいと思っている。

講師

Justin Han

講師

Maesa Poolshup

講師

Nagwa Fekri Rashed

講師

Chun Feng Lin

ﾒｲｻ・ﾌﾟｰﾙｼｬｯﾌﾟ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
(金沢)工業力学I、工業英語Ⅰ、材料力学Ⅰ
(OP)、メカトロニクスⅡ、機械材料Ⅱ
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学機械工学科卒。平成24
年9月本校助教就任。2019年講師。専門はロボ
ティクス工学。

■横顔
一見すると日本人だと思われますが、実際はニュー
ヨークで生まれ育った中国系アメリカ人です。長い間
日本に興味があり、大学で日本について勉強しまし
た。日本で若者を教え、交流できる事にワクワクして
います。平成22年のＫＩＴサマープログラムで金沢に
来て、とても気に入ったので戻って来ました。
■趣味
ロボット、アニメ・漫画、新しい物を試すこと
■近況
前回の滞在時、日本について人や本などからたくさん
学びました。今回もっといろいろなことを知るのを楽
しみにしています。ジャスティン･ハン

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（金沢）英語スキルズⅢ、上級英語Ⅰ・Ⅱ
■略歴および専門分野
[台湾]文化大学経済学部法律学科卒業。[米国]
セント・マイケルズ大学大学院修士課程修了
（英語教授法）。[台湾・桃園市]中原大学。
[台湾・新竹市]国立清華大学。[台湾・台北市]
淡江大学での英語講師を経て、平成29年10月本
校講師就任。

■横顔
出身は台湾です。台湾の大学で英語を教えていました
が、ここ金沢では、ちょっと若い学生と接することに
なりました。授業運営や教材作りで新たな挑戦と楽し
みにきました。台湾はグルメ国であるため、様々なお
いしい食べ物を知っています。台湾グルメも紹介した
いと思っています。
■趣味
水泳、テニス観戦、韓国映画
■近況
英語は皆さんが考えているほど難しくはありません。
みなさんが英語を受け入れ、英語の映画を観たり、英
語の本を読んだり、英語の音楽を聞いたり、英語の環
境に身を置こうとすれば大丈夫です。私が学んできた
ように皆さんにも学んで欲しいと思います。皆さん達
と勉強することを楽しみにしています。

ﾁｭﾝﾌｪﾝ・ﾘﾝ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
ミニア大学理学部卒（エジプト）。ミニア大学
大学院修士課程（化学工学）修了。ダージャ
ナ・インターナショナルスクール（サウジアラ
ビア）及びセイハネットワーク株式会社（英会
話講師）を経て、平成27年10月本学講師就任。

■横顔
文明の発祥地であり、日本と気候、文化も大きく違う
エジプトの出身である。日本の文化、人々、教育等エ
ジプトとの違いに強い興味を持ち日本への理解と愛情
を深めている。高専生にはぜひともエジプトに興味を
もってもらいたいと願っています。様々な場面でエジ
プトのお話しをしたいと思います。
■趣味
読書、旅行、インターネット、屋外スポーツ
■近況
日本に住んでいるうちにいつの間にか日本を第二の故
郷と感じるようになりました。化学の授業を通して、
学生たちの輝かしい未来のためにささやかながらでも
貢献したいと思います。

ナグワ・ラシィド

■担当科目
（白山麓）エンジニアリングコンテクストⅠ
Ａ、コンピュータスキルズⅡＡ
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学情報学部卒業。ロチェス
ター工科大学大学院修士課程修了（インフォ
メーションテクノロジー）。エピックシステム
ズ、ＩＢＭ勤務を経て平成30年4月本校講師就
任。専門はインフォメーションテクノロジー。

■横顔
生まれはアメリカ合衆国でタイ王国にルーツがありま
す。情報のスペシャリストとしてＩＢＭなど米国の大
企業で仕事をしてきた。タイ、アメリカの文化を吸収
しているのでこれからは日本文化を学んでいきたい。
■趣味
旅行、ハイキング
■近況
企業での経験を国際高専での教育に大いに活かしてい
くことを楽しみにしている。学生達と共にイノベー
ションをおこす環境を作っていきたいと思っている。メイサ・プールシャップ

チュンフェン・リン
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助教

助教

Davis Evans

助教

Steven Carrera 

助教

Philip Cadzow

助教

Anne Isobel Tan

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

デイビス・エバンス

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅱ、機械製図演習(ＯＰ)、機
械設計演習
（白山麓）物理ＩＡ・ＩＢ
■略歴および専門分野
カリフォルニア州バカビル出身。ローズハルマ
ン工科大学機械工学科卒。大学では専門分野以
外に、ロボティクスや日本語、日本文化につい
ても学ぶ。平成27年7月本校助教就任。専門は
機械工学。

■横顔
祖母が日本人留学生のホームステイのホストファミ
リーだったので、幼いころから日本の学生と一緒にい
ろいろな経験をしました。また、高校生と大学生の時
には多くの国々、例えば、イギリス、フランス、韓
国、そして日本を訪問しています。家庭教師として、
色々な人に教えた経験も多いです。
■趣味
旅行、キャンプ、ビデオゲーム
■近況
金沢には2014年の夏にＫＩＴのサマープログラムで初
めて来ました。そして、すぐ翌年2015年の夏にはＩＣ
Ｔの仲間になりました。

スティーブン・カレラ

■担当科目
（白山麓）微分・積分、解析基礎、代数・幾何
学、基礎数学
■略歴および専門分野
マイアミ・デードコミュニティカレッジ 数
学・準学士取得。フロリダ大学 数学・学士取
得。マイアミ・デードコミュニティカレッジ
数学家庭教師(約２年半)。フロリダ大学補足講

師(約２年半)。北京师范大学附属高校 数学教
師（２年半弱）。高知県大川 小・中学校 英語
教師として３年間の勤務を経て、平成30年10月
本校助教就任。

■横顔
私は、コミュニケーションをとることがとても好きで
す。アイディアを共有すること、他者から学ぶことも
好きです。私は先生という立場を持ちますが、私自身
を人生の生徒だと捉えています。なぜなら、私は沢山
のことを学ぶのが大好きだからです。
■趣味
旅行、写真を撮ること、ドローン、ラケットボール、
スクウォッシュ、カウチサーフィン、ジャズミュー
ジック、ヒップホップミュージック、ハイキング、運
転、お祭りに参加すること、映画を見ること
■近況
自然豊かな美しい白山麓で、妻と昨年産まれた息子と
の新生活を楽しんでいます。また、数学を教えるこ
と、生徒の成長を手助けすることも楽しみのひとつで
す。生徒一人一人が、将来、課題解決が容易にできる
ように、沢山学ぶことを願っています。また、私は新
しいカリキュラムや環境を、一緒に構築、創造するこ
とも楽しんでいます。そして、私は、本校が豊かな教
育環境に成長する手助けができたら嬉しいです。

ﾌｨﾘｯﾌﾟ・ｹｻﾞｳ

■担当科目
（白山麓）保健体育ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
（金沢）保健体育Ⅲ
■略歴および専門分野
オタゴポリテクニク・アウトドア活動及びス
ポーツ科ディプロマコース修了。ガーデンズ
ニューワールドチリアー助手。フォックス氷河
ガイド等の勤務を経て平成30年4月本校助教就
任。専門はアウトドア活動及びスポーツ指導。

■横顔
ニュージーランド登山、氷河歩き。ハイキング、リー
ダーシップ活動、アドベンチャー活動のインストラク
ターとしての経験をもつ。またほとんどスポーツもこ
なす完全アウトドア派である。アウトドアの本場であ
るニュージーランドの様々なアウトドア活動を本校に
紹介してくれる。
■趣味
スポーツ、登山、スキー
■近況
ニュージーランドの少年少女に指導したリーダーシッ
プ活動やアウトドア活動を国際高専の学生諸君に体験
し、そのたのしさあるいはそこから学ぶ人間関係や自
然の美しさを感じ学んでほしい。

ｱﾝ・ｲｿﾍﾞﾙ・ﾀﾝ

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学卒業。専攻はパッケージ
ング科学で副専攻はマーケティングと日本語。
ニュージャージー州のMenasha社においてデザ
インエンジニアとしてインターンシップを行
う。また、ノースカロライナ州のSyngenta社と
コネチカット州のBIC社においてパッケージン
グエンジニアとしてインターンシップを行っ
た。平成30年６月本校助教就任。

■横顔
新しい場所で新しい人に出会うこと、異文化を体験す
ることが一番好きなこと。新しいことを学び様々な人
とつながりを持つことが好き。
■趣味
写真撮影、グラフィックデザイン、外国語、クラフ
ト、読書、冒険
■近況
ここ国際高専にいるのはとても楽しい。学生たちが勇
気をもって冒険に挑み、世界中の人達とつながりを
持っていけるよう尽力をつくしたいと思っている。

助教

Jason de Tilly

助教

Ryan Vicencio

助教

Bart Miskowiec

助教

Forde Ripich

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学卒業（化学工学、分子
病態生化学）。Dover Chemical Corporationに
てエンジニアリングのインターンシップを経
て、平成30年6月本校助教就任。専門は化学工
学、分子病態生化学。

■横顔
ラボで実験に取り組むことが大好きですが、それ以上
に学生達と一緒に勉強や作業をしてうまく行った時の
彼らの目の輝きを見ることが好きです。彼らがここ国
際高専で成功するのに必要な知識を見つけ出す手助け
が出来れば嬉しいです。そして、学生達が将来達成で
きたことを見るのを待ち望んでいます。
■趣味
サッカー、バレーボール、スノーボード、ピアノ
■近況
2016年金沢工大でのKIT-IJSTのプログラムに２ヶ月間
参加しました。また金沢に戻って来ることが出来てワ
クワクしています。私の日本語はまだまだですが、学
生達の英語力くらいに到達出来ればと思っています。

ライアン・ビセンシオ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、生物
ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
[カナダ]ライオネルグルクス大学卒業（動物健
康学）、[カナダ]モントリオール大学卒業（生
物学）。島根県松江市内高校にての外国語指導
助手(ALT)を経て、平成29年10月本校助教就
任。

■横顔
国際高専で実に久し振りに生物を専門とする先生が
やってきました。カナダのケベック州モントリオール
出身で母国語はフランス語です。もちろん英語もパー
フェクトです。金沢の前には島根県のいくつかの高校
で英語を指導していました。日本の城下町から城下町
へと引っ越してきました。松江とはまた趣きの違う金
沢での生活を楽しみにしてきました。
■趣味
音楽鑑賞、テレビ鑑賞、Youtube鑑賞、読書、テニス、
ハイキング、サイクリング、ビデオゲーム
■近況
国際高専で働けることをとても喜んでいます。将来、
社会を構成する学生達と出会って教えることを楽しみ
にしています。有効に時間を使い、この新しい冒険に
向かって力を合わせて行きましょう。

ジェイソン・デ・ツィリー

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学卒業（コンピュータサ
イエンス）。副専攻は数学、英語英文学。ＤＤ
ＭＩ（インディアナ州）ディレクトサプライ
（ウィスコンシン州）勤務を経て平成30年4月
本校助教就任。専門はコンピュータサイエン
ス。

■横顔
コンピュータ理論、人工知能、ソフトウェア開発等コ
ンピュータに関わる学習を行ってきたが、数学や英文
学に強い興味を持っている。また、ポーランド語が堪
能で、現在日本語を勉強中。
■趣味
ファゴット、トランペットなどの楽器演奏。
■近況
日本語プログラムで６週間滞在した石川県にまた戻る
ことができて喜んでいます。国際高専の学生と共に生
活し、ともに学んでいきたいと思います。

ﾊﾞﾙﾄｼｭ・ﾐｼｭｺｳﾞｨｴﾂ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
クリーブランド州立大学を経てローズハルマン
工科大学機械工学科卒業。大学では専門の機械
工学だけではなく日本大衆文化や東京トラベル
コースなどの授業を受けた。平成30年4月本校
助教就任。専門は機械工学。

■横顔
ものづくりとそのワークステーションに強い興味を
もっている。インターンシップではアメリカンタンク
アンドファブリケーティングで溶接鋼板クレーンブー
ムの製造ラインやワークステーションの設置に関わっ
た。またローズハルマンベンチャーでは様々な顧客と
プロジェクトに関わった。
■趣味
機械いじり、旅行、モータースポーツ
■近況
国際高専の学生と夢考房でプロジェクトが出来たらと
思う。またフォーミュラカーデザイン・組み立てなど
の活動がしてみたいと思います。いっしょにプロジェ
クトをやってみましょう。

フォード・リピチ

デイビス・エバンス

スティーブン・カレラ

フィリップ・ケザウ

アン・イソベル・タン
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助教

助教

Davis Evans

助教

Steven Carrera 

助教

Philip Cadzow

助教

Anne Isobel Tan

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

デイビス・エバンス

■担当科目
（金沢）工業英語Ⅱ、機械製図演習(ＯＰ)、機
械設計演習
（白山麓）物理ＩＡ・ＩＢ
■略歴および専門分野
カリフォルニア州バカビル出身。ローズハルマ
ン工科大学機械工学科卒。大学では専門分野以
外に、ロボティクスや日本語、日本文化につい
ても学ぶ。平成27年7月本校助教就任。専門は
機械工学。

■横顔
祖母が日本人留学生のホームステイのホストファミ
リーだったので、幼いころから日本の学生と一緒にい
ろいろな経験をしました。また、高校生と大学生の時
には多くの国々、例えば、イギリス、フランス、韓
国、そして日本を訪問しています。家庭教師として、
色々な人に教えた経験も多いです。
■趣味
旅行、キャンプ、ビデオゲーム
■近況
金沢には2014年の夏にＫＩＴのサマープログラムで初
めて来ました。そして、すぐ翌年2015年の夏にはＩＣ
Ｔの仲間になりました。

スティーブン・カレラ

■担当科目
（白山麓）微分・積分、解析基礎、代数・幾何
学、基礎数学
■略歴および専門分野
マイアミ・デードコミュニティカレッジ 数
学・準学士取得。フロリダ大学 数学・学士取
得。マイアミ・デードコミュニティカレッジ
数学家庭教師(約２年半)。フロリダ大学補足講

師(約２年半)。北京师范大学附属高校 数学教
師（２年半弱）。高知県大川 小・中学校 英語
教師として３年間の勤務を経て、平成30年10月
本校助教就任。

■横顔
私は、コミュニケーションをとることがとても好きで
す。アイディアを共有すること、他者から学ぶことも
好きです。私は先生という立場を持ちますが、私自身
を人生の生徒だと捉えています。なぜなら、私は沢山
のことを学ぶのが大好きだからです。
■趣味
旅行、写真を撮ること、ドローン、ラケットボール、
スクウォッシュ、カウチサーフィン、ジャズミュー
ジック、ヒップホップミュージック、ハイキング、運
転、お祭りに参加すること、映画を見ること
■近況
自然豊かな美しい白山麓で、妻と昨年産まれた息子と
の新生活を楽しんでいます。また、数学を教えるこ
と、生徒の成長を手助けすることも楽しみのひとつで
す。生徒一人一人が、将来、課題解決が容易にできる
ように、沢山学ぶことを願っています。また、私は新
しいカリキュラムや環境を、一緒に構築、創造するこ
とも楽しんでいます。そして、私は、本校が豊かな教
育環境に成長する手助けができたら嬉しいです。

ﾌｨﾘｯﾌﾟ・ｹｻﾞｳ

■担当科目
（白山麓）保健体育ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
（金沢）保健体育Ⅲ
■略歴および専門分野
オタゴポリテクニク・アウトドア活動及びス
ポーツ科ディプロマコース修了。ガーデンズ
ニューワールドチリアー助手。フォックス氷河
ガイド等の勤務を経て平成30年4月本校助教就
任。専門はアウトドア活動及びスポーツ指導。

■横顔
ニュージーランド登山、氷河歩き。ハイキング、リー
ダーシップ活動、アドベンチャー活動のインストラク
ターとしての経験をもつ。またほとんどスポーツもこ
なす完全アウトドア派である。アウトドアの本場であ
るニュージーランドの様々なアウトドア活動を本校に
紹介してくれる。
■趣味
スポーツ、登山、スキー
■近況
ニュージーランドの少年少女に指導したリーダーシッ
プ活動やアウトドア活動を国際高専の学生諸君に体験
し、そのたのしさあるいはそこから学ぶ人間関係や自
然の美しさを感じ学んでほしい。

ｱﾝ・ｲｿﾍﾞﾙ・ﾀﾝ

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ロチェスター工科大学卒業。専攻はパッケージ
ング科学で副専攻はマーケティングと日本語。
ニュージャージー州のMenasha社においてデザ
インエンジニアとしてインターンシップを行
う。また、ノースカロライナ州のSyngenta社と
コネチカット州のBIC社においてパッケージン
グエンジニアとしてインターンシップを行っ
た。平成30年６月本校助教就任。

■横顔
新しい場所で新しい人に出会うこと、異文化を体験す
ることが一番好きなこと。新しいことを学び様々な人
とつながりを持つことが好き。
■趣味
写真撮影、グラフィックデザイン、外国語、クラフ
ト、読書、冒険
■近況
ここ国際高専にいるのはとても楽しい。学生たちが勇
気をもって冒険に挑み、世界中の人達とつながりを
持っていけるよう尽力をつくしたいと思っている。

助教

Jason de Tilly

助教

Ryan Vicencio

助教

Bart Miskowiec

助教

Forde Ripich

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学卒業（化学工学、分子
病態生化学）。Dover Chemical Corporationに
てエンジニアリングのインターンシップを経
て、平成30年6月本校助教就任。専門は化学工
学、分子病態生化学。

■横顔
ラボで実験に取り組むことが大好きですが、それ以上
に学生達と一緒に勉強や作業をしてうまく行った時の
彼らの目の輝きを見ることが好きです。彼らがここ国
際高専で成功するのに必要な知識を見つけ出す手助け
が出来れば嬉しいです。そして、学生達が将来達成で
きたことを見るのを待ち望んでいます。
■趣味
サッカー、バレーボール、スノーボード、ピアノ
■近況
2016年金沢工大でのKIT-IJSTのプログラムに２ヶ月間
参加しました。また金沢に戻って来ることが出来てワ
クワクしています。私の日本語はまだまだですが、学
生達の英語力くらいに到達出来ればと思っています。

ライアン・ビセンシオ

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
（白山麓）化学ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ、生物
ⅠＡ・ⅠＢ・ⅡＡ・ⅡＢ
■略歴および専門分野
[カナダ]ライオネルグルクス大学卒業（動物健
康学）、[カナダ]モントリオール大学卒業（生
物学）。島根県松江市内高校にての外国語指導
助手(ALT)を経て、平成29年10月本校助教就
任。

■横顔
国際高専で実に久し振りに生物を専門とする先生が
やってきました。カナダのケベック州モントリオール
出身で母国語はフランス語です。もちろん英語もパー
フェクトです。金沢の前には島根県のいくつかの高校
で英語を指導していました。日本の城下町から城下町
へと引っ越してきました。松江とはまた趣きの違う金
沢での生活を楽しみにしてきました。
■趣味
音楽鑑賞、テレビ鑑賞、Youtube鑑賞、読書、テニス、
ハイキング、サイクリング、ビデオゲーム
■近況
国際高専で働けることをとても喜んでいます。将来、
社会を構成する学生達と出会って教えることを楽しみ
にしています。有効に時間を使い、この新しい冒険に
向かって力を合わせて行きましょう。

ジェイソン・デ・ツィリー

────────────────────────────────────────────────────────────────

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
ローズハルマン工科大学卒業（コンピュータサ
イエンス）。副専攻は数学、英語英文学。ＤＤ
ＭＩ（インディアナ州）ディレクトサプライ
（ウィスコンシン州）勤務を経て平成30年4月
本校助教就任。専門はコンピュータサイエン
ス。

■横顔
コンピュータ理論、人工知能、ソフトウェア開発等コ
ンピュータに関わる学習を行ってきたが、数学や英文
学に強い興味を持っている。また、ポーランド語が堪
能で、現在日本語を勉強中。
■趣味
ファゴット、トランペットなどの楽器演奏。
■近況
日本語プログラムで６週間滞在した石川県にまた戻る
ことができて喜んでいます。国際高専の学生と共に生
活し、ともに学んでいきたいと思います。

ﾊﾞﾙﾄｼｭ・ﾐｼｭｺｳﾞｨｴﾂ

────────────────────────────────────────────────────────────────

■担当科目
ラーニングメンターとして国際高専学生の日常
の学習指導を実施
■略歴および専門分野
クリーブランド州立大学を経てローズハルマン
工科大学機械工学科卒業。大学では専門の機械
工学だけではなく日本大衆文化や東京トラベル
コースなどの授業を受けた。平成30年4月本校
助教就任。専門は機械工学。

■横顔
ものづくりとそのワークステーションに強い興味を
もっている。インターンシップではアメリカンタンク
アンドファブリケーティングで溶接鋼板クレーンブー
ムの製造ラインやワークステーションの設置に関わっ
た。またローズハルマンベンチャーでは様々な顧客と
プロジェクトに関わった。
■趣味
機械いじり、旅行、モータースポーツ
■近況
国際高専の学生と夢考房でプロジェクトが出来たらと
思う。またフォーミュラカーデザイン・組み立てなど
の活動がしてみたいと思います。いっしょにプロジェ
クトをやってみましょう。

フォード・リピチ

ジェイソン・デ・ツィリー

ライアン・ビセンシオ

バルトシュ・ミシュコヴィエツ
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Kindness of Heart

Intellectual Curiosity

Team Spirit

Integrity

Diligence

Energy

Autonomy

Leadership

Self-Realization
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